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１．部門長あいさつ
 
 

中西 義孝 
            
熊本大学 

大学院先端科学研究部 産業基盤部門 

教授 

 

 第 101 期バイオエンジニアリング部門長を仰せつかり

ました中西義孝（熊本大学）です．今年度，部門の運営に

努めてまいりますので，どうぞよろしくお願いいたします． 

バイオエンジニアリング部門は 1987 年に設立されまし

た．私の本部門でのデビューは 1995 年７月に開催いただ

いた第４回バイオエンジニアリングシンポジウム（新潟工

業短期大学）での発表からです．本部門とのお付き合いも

長い年月となりましたこと，感慨深く思っております． 

2023 年 4 月末日時点でのバイオエンジニアリング部門の

第１位登録者数は 873 名（私企業 191 名，公官庁 50 名，

学校 561 名，その他 71 名），第２位登録者数は 481 名，第

３位は 485 名となっております．１〜３位それぞれの登録

者数比が違うパターンの部門や，私企業と学校がおおよそ

1：1 で部門長も年度毎に交互に就任している部門もあり

ます．これらの本部門の構成比が望ましい状況なのか，そ

れとも今後をめざしていくべきものがあるのかの判断は，

いろんな視点からの分析が必要ですし，時代の流れを的確

に予測しながらの包括的な戦略を考えなければならず，性

急な判断は慎むべきと個人的には思っております．ただ，

突出して大きいとは言えない部門登録者数の部門であり

ながら，2021-2022 年試行期間にはＳ評価をいただいてお

り，これはたくさんの先生方らが，設立から現在まで脈々

と活動をしていただいている賜と思っております． 

本部門の将来を考える上で必要な，新部門制に関わるこ

とをご報告いたします．日本機械学会には新部門制検討委

員会が設置されており，2020 年度〜2022 年度の試行期間

には，模擬評価を実施して評価方法の妥当性を検証すると

ともに，部門と委員会の対話を通じて新部門制の趣旨の徹

底が図られました．部門評価においては本年度からは本実

施となり，2023 年度〜2025 年度 3 年間の評価期間がス

タートしています．評価結果は優秀部門表彰，部門賞枠，

代表会員数（2028 年度〜）に反映され，評価 D の場合に

は改善要請がなされる予定です． 

新部門制検討委員会の設置の背景について，部門評価委

員会報告（2023 年度（第 101 期）第 1 回部門協議会（2023

年 5 月 16 日））から引用する形で説明いたします（以降

「」内の文章は報告からの引用です．本会とは日本機械学

会を意味します）．「本会に対する社会の要請が大きく変化

してきたにも拘わらず，現在の部門制は 30 年近く変わる

ことがなかった．その結果として，多数の部門ごとに開催

される集会事業の重複や小規模化などの問題が顕在化し，

広い領域を包含する本会のポテンシャルが発揮されず，専

門学会に対する優位性が薄れていることが懸念される状

況となっている．」，「部門間交流の不足が，複雑化する社

会的課題に対応するための新分野，融合分野の創出が期待

されたほどできていないことにつながり，本会の最大の課

題である技術者離れ，若者離れの一因になっていると考え

る．」，「新部門制検討委員会は，部門活動を何らかの形で

大括り化することが，新分野・ 融合分野の創出につなが

り，集会事業に参加する会員にとってもメリットになると

考える．」とあります．一方で，「部門の統廃合は部門の自 

主性を尊重すべきであると考える．そこで，いきなり部門

の統廃合や組織区分を変更するのではなく，将来の自主的

な統廃合につながることを期待して，部門間の交流を活発

にする仕組みづくりが最も重要であるとの結論に至った．」

と説明されています．部門交流のあり方についても説明が

なされており，「機械工学の新分野創造につながる共通

テーマに関する学術集会を複数部門で共催することや，複

数部門講演会を同時・同場所で開催することなどが考えら

れる．」とあります．本部門では，他部門と順次，運営委

員会同士で会合の機会を持ち始めており，今後ますます連

携活動が本格化する予定です．一方，部門毎でのコンペ形

式の評価が残っており，これは真の連携を進める上で問題

となるという認識もあります．今年度中に部門間で連携し

ながら，評価の改善として提案していく予定です． 

このような状況を踏まえますと，本会におけるバイオエン

ジニアリング部門の今後の活動ポテンシャルは非常に高

いと考えております．部門ホームページの部門長挨拶にも

記載させていただきましたが，本部門はバイオ＋エンジニ

アリングという懐が広く・深い内容が対象です．バイオの

定義はさまざまかと思いますが，私見では研究・応用対象

は生物およびこれらに影響・作用・関連を与えるすべてを

含むと考えております．エンジニアリングの捉え方も人そ

れぞれですが，私感ではシステム系単体または群体をマル

チスケールやマルチフィジックスの観点から探求・応用さ

れているかと感じております．このような広く・深い部門

の深化と発展にはさまざまなバックグラウンドをお持ち

の人々の連携とそのきっかけとなるワイガヤが必要不可

欠と思っております．コロナ禍で経験できたことも含めな

がら，部門としてどうやれば個々のご研究の深化と発展の

ご支援だけではなく，新しい連携や思いつき・気づきの場

ができるか？そのための環境づくり等を運営委員会メン

バーと議論し，進めて行こうと思っております．改めて本

年度，どうぞよろしくお願いいたします．  
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２．１．若手研究者紹介～若手研究者とつながろう～

東京工業大学 

工学院 システム制御系 

 

倉元 昭季 

 

 
 

 

 

興味関心のあるトピック 

① 快適性の生体力学的評価 

② 快適性の高い個人用システムの設計 

（寝具，椅子，作業環境など） 

③ 自動運転自動車の周辺環境認識技術 

 

自身の研究内容等 

畏れ多いことですが，本企画の執筆者の一人として記事

を書くよう依頼をいただきました．貴重な機会を頂きあり

がとうございます． 

私の研究は，個人ごとに快適な休息環境・作業環境を実

現するバイオエンジニアリングです．この研究のために，

大きく２つの取り組みを進めています．一つは「どのよう

に快適性は決定されるか」について，もう一つは「どのよ

うに器具のデザインは個人に適応させればよいのか」につ

いてです． 

快適性についてはこれまでに，心理的要因のほか，温熱

条件や振動など様々な観点から議論されてきました．私は

バイメカ屋の端くれですため，姿勢や動作に関連した筋骨

格的な負担が快適性を決定する生体力学的要因であると

考えて，快適性を生体力学的に説明する数理モデルを研究

しています． 

個人差も快適性に関わる大きな要因です．たとえば寝具

において，ある人が快適に感じる枕を，別の人も快適に感

じるとは限りません．枕の材料特性もさることながら，何

より使用中の（変形後の）枕形状が，個人毎の体形や寝姿

勢，その姿勢における身体負担，ひいては快適性と深く関

係しています（私の博士研究より）．寝具以外の休息環境

や作業環境についても同様に，常に快適に感じられるよう，

個人に常時適応させる方法論を構築したいです． 

最近は，「長時間の身体負担と快適性」を生体力学的に

説明する試みを進めています．例えば安静姿勢における座

り直しや寝返り，作業現場における作業動作の変化など，

姿勢や動作の無意識な調整が発生するメカニズムを解明

できれば，その知見を活かし，常に快適性の高い力学的環

境を実現できると予想しています．将来的には，気付いた

ら全力で働いちゃっていたり，いつの間にか疲労が回復し

ちゃったりすることが可能になるかもしれません．それが

人類全体にとって幸せかは分かりませんが，少なくとも私

は「毎日ゆっくり寝て気持ちよく起きたい」と願いながら，

あまり寝ずに研究をしています． 

研 究 室 等 URL 
http://www.hei.sc.e.titech.ac.jp/nakashima_labo/kura/index.html 

 

岩手県立大学 

ソフトウェア情報学部 

データ・数理科学コース 

 

Stephanie Nix 

 

 

 
興味関心のあるトピック 

ChatGPT は日々感銘を受けています．まだ人間のような

論理能力を持っていませんが，単語予測に莫大なデータを

与えるとあんな複雑な挙動を示すことに驚かされます．思

考回路を観察すると，実は自分が単純に言語の学習を不足

した LLM（大規模言語モデル）に過ぎないのでは…とたま

に思ったりします．（もちろん，本文を校正していただい

ています．） 

 

 

自身の研究内容等 

 学位取得時は細胞の流体シミュレーションをやってい

ましたが，最近は「自然界を対象としたシミュレーション

をやっています」まで広げておかないと収まらないほど，

研究テーマが分野に対して拡散してしまいました．進行中

の研究テーマは以下の通りです． 

・赤血球の破裂シミュレーション：血液が異常な流れにさ

らされると赤血球の損傷・破裂により貧血が発生するとさ

れていますが，破裂未満の損傷メカニズムがよく知られて

いません．大変形時の赤血球膜の時間変化に焦点を当てる

ことで，破裂未満の損傷蓄積メカニズムや赤血球の老化メ

カニズムの解明を目指しています． 

・果樹園のデジタルツイン：農業従事者の高齢化や気候変

動により，安定な食糧生産がますます困難になっています．

RGBカメラや LiDARのセンサを用いて果樹園のデータを収

集し，リアルな仮想空間で表現する研究をしています．最

終的には，深層学習を活用してデータの利便性の向上や，

農業・物理シミュレーションを実装することで新たな農業

策略の提案を目指しています． 

・その他，実空間に計測した点群データを仮想空間に再構

築し，その仮想空間で解析やシミュレーションをする共同

研究が不思議と今年度から急増しています． 

研究者として将来の夢は，バイオエンジニアリング関係

の計算科学の統帥です． 

 

研究室等 URL http://p-www.iwate-pu.ac.jp/~nix_s/ 

 

 

 

 

 

http://www.hei.sc.e.titech.ac.jp/nakashima_labo/kura/index.html
http://p-www.iwate-pu.ac.jp/~nix_s/
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弘前大学 

理工学部 

機械科学科 

 

森脇 健司 

 

 
自身の研究内容等 

 弘前大学理工学部機械科学科の森脇と申します．このた

びは研究者紹介の機会を下さいました広報委員会の先生

方に感謝申し上げます．経歴を基に書きますと，私は機械

系の学科で修士まで出ておりますが，当時は「走査型プ

ローブ顕微鏡による強誘電体の分極構造観察」というバイ

オエンジニアリングとは縁遠い研究をしておりました．そ

の後，国立循環器病研究センター（当時）の中山泰秀先生

に出会い，博士課程とポストドクターの頃に生体軟組織の

力学計測の研究をしながら，人工血管とステントの開発に

従事させていただきました．当時は目の前の課題を解決す

るのに精一杯で，学問としてバイオエンジニアリングに向

き合えてなかったなぁと反省しておりますが，プロジェク

トを通して様々なことを教えていただいた関西大学の田

地川勉先生に大変感謝しております． 

 その後は，現在の所属機関である弘前大学の機械科学科

に移り，助教として笹川和彦先生や藤﨑和弘先生のお世話

になり，そして准教授として研究室を主宰することになり

ました．初めて配属された学生も大学院生にあがり，6 月

に仙台で開催された第 35 回バイオエンジニアリング講演

会では「バルーンカテーテル使用時の血管作用力」，「血管

壁中膜のミクロ弾性構造」，「骨格筋細胞組織体の収縮力計

測システム」に関する発表をしていただきました．同講演

会では OS「バイオエンジニアリング教育を考える」を楽

しく聴講させていただきましたが，教育の前に私の理解が

そもそも甘すぎる……とギクッとする瞬間が何度もあり

ました．今後も引き続き学生とともに勉強し，少しはこの

分野に貢献できる研究者になれればと考えております． 

弘前大学にはバイオエンジニアリングに関係する研究

者がたくさんおり，また，大学の近くには四季がはっきり

と感じられる豊かな自然や昔ながらの原風景があふれて

います．ご興味をお持ちいただけましたら，学会での交流

や共同研究などお願いいたします． 

 

興味関心のあるトピック 

血管，カテーテル，骨格筋 

 

研究室等 URL  https://researchmap.jp/moriwakitakeshi 

 

 

 

  

https://researchmap.jp/moriwakitakeshi
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２．２．新しい研究プロジェクトの紹介 

 

名古屋工業大学 

大学院工学研究科 工学専攻  

電気・機械工学系プログラム 

医用生体工学研究室  

 

氏原 嘉洋 

 
2023 年度より，学術変革領域研究（B）「しなやかさ生

物学：生命はなぜ「しなやか」なのか？（領域略称：しな

やかさ生物学）」を推進しています．本領域は，京都大学・

土谷正樹先生，静岡県立大学・原雄二先生，京都薬科大学・

長尾耕治郎先生，金城学院大学・片野坂友紀先生と名古屋

工業大学・氏原で構成されます．それぞれの研究者は，化

学，農学，薬学，医学，工学といった多様な専門性を持ち，

互いに支援し合うことで新たな技術や知見の融合を通し

た学術的革新を目指しています． 

文部科学省の説明によると，「学術変革領域研究（B）」

は，次代を担う少数・小規模の研究グループが提案する研

究領域において，より挑戦的かつ萌芽的な研究に取り組む

ことで，学術の体系や方向の変革・転換を先導し，我が国

の学術水準の向上・強化につながる研究領域の創成を目指

す研究です．異分野連携や共同研究，人材育成等を図るグ

ループ研究であり，将来的には学術変革領域研究（A）へ

の展開などが期待されています． 

本領域では，細胞が様々なストレスに対峙し変容する能

力を『しなやかさ』と定義し，細胞のしなやかさの定量化

と生理的意義の明確化を目指す「しなやかさ生物学」創成

のための学術変革研究を行います．例えば，心臓は，血圧

などの血行力学負荷（ストレス）に適応して，自身の構造

や機能を最適化することが知られています．このような心

臓のしなやかさは，心臓の拍動を担う心筋細胞のしなやか

さに支えられています．これまで，細胞のしなやかなスト

レス応答の鍵は，刺激受容から転写因子活性化に至る細胞

変容（再構成）過程に存在すると考えられてきました．し

かしながら，我々の膜脂質の分子動態や機械受容チャネル

活性に着目した研究から，個体や組織のしなやかなふるま

いは，刺激受容の前に存在する可塑性に富むホットスポッ

ト（膜臨界場）に支えられていることが明らかになってき

ました．本領域では，細胞骨格・接着斑・脂質・イオン環

境などの分子レベルの動的不安定性を定量化することで

膜臨界場の実像を解明し，膜臨界場が刺激受容を含む細胞

のしなやかさを制御する仕組みを明らかにすることを目

指します．力学負荷といったバイオエンジニアリング部門

でも精力的に取り組まれているストレスだけではなく，温

度や pH 変化などによるストレスも扱う予定です． 

対象とする生命現象場が刺激受容前の膜臨界場である

という点，および臨界場の状態が生物のしなやかなふるま

いを支えるという新しいコンセプトを提示する点におい

て，これまでの細胞ストレス応答研究とは一線を画します．

また，細胞の膜微小領域の臨界場と，個体・臓器レベルの

マクロ応答としてのしなやかさを結びつけることにより，

「しなやかさ」に予測や指標を導入する挑戦を展開し，し

なやかさの低下が発生異常や病態形成の引き金になるこ

との実証を目指します．以上の研究を通じ，「しなやかさ

生物学」という観点から，細胞・生命現象の根源に迫りた

いと考えています． 

最後になりましたが，領域紹介の機会をいただきありが

とうございました．今後は，HP 公開や研究成果の学会発

表，中高生向けのイベントなどを展開することで，本領域

の周知と成果の発信を広く行っていく予定です． 
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芝浦工業大学 

工学部 

機械機能工学科 

バイオメカニクス研究室 

 

亀尾 佳貴 

 

 

「脳のしわの数が多い人は知能が高いのか？」「アイン

シュタインの脳は普通の人の脳とどこが違うのか？」 こ

うした素朴な疑問を抱いたことはありませんか？脳の構

造と機能との関係は，古くは頭蓋の大きさや形状が人の性

格に現れると主張した骨相学に始まり，これまで多くの

人々の興味・関心を惹きつけてきました．現在では，骨相

学は科学的に否定されているようですが，実際に，脳の構

造と機能が密接に関連していることは広く認識されてい

ます．例えば，滑脳症や多小脳回といったしわ構造に異常

をきたす疾患では，精神発達遅滞やてんかんなどの症状が

現れることが知られていますし，ピアノの習熟によって左

右の脳をつなぐ脳梁が太くなることが報告されています．

この度採択していただいた創発的研究支援事業「脳形態形

成における構造・機能創発の統合的理解」では，これまで

の研究で明らかにされてきた脳の形態形成に関する知見

を集約し，コンピュータシミュレーションを援用すること

により，脳が正常な構造と機能を獲得するメカニズムを統

合的に理解することを目指しています． 

本研究プロジェクトの着想は，2016 年から参画させて

いただいた日本学術振興会 新学術領域研究「脳構築にお

ける発生時計と場の連携」における研究に端を発します．

この新学術領域研究では，なぜ組織の発生過程は決まった

タイミングや順序で自律的に進むのかという発生学の根

本的な問いに答えるべく，脳の発生過程に焦点を当て，細

胞内の発生時計と細胞外環境である場の連携による時間

制御機構の解明を目指してきました．私たちの研究班でも，

細胞のダイナミクスと組織の成長・変形を関連付けたマル

チスケールな脳形態形成の数理モデルを構築し，特徴的な

脳構造が形成されるメカニズムの解明に取り組んでまい

りました．このような研究を進める過程で，発生過程を通

じて構築された精緻な脳構造は，知覚や認知，記憶，運動

制御などの脳の複雑な機能を実現する上でどのように貢

献しているのかという新たな問いが生まれました．脳の形

態形成では，組織の構造変化にともなう力学状態の変化が

細胞活動に影響を及ぼすのみならず，ニューロンの発火頻

度やタイミングに依存してニューロン間のシナプス結合

の強度が変化するなど，脳の構造と機能がともに細胞の振

舞にフィードバックされています．そこで，脳形態形成に

おける分子，細胞，組織の振舞を包括的に解析可能なシミ

ュレーション実験基盤を開発し，構造の創発を探求するた

めの力学的研究と，機能の創発を探求するための情報理論

的研究とを融合させた新たな研究アプローチにより，脳の

構造と機能を同時に評価することが可能になれば，両者が

ロバストに創発されるメカニズムの理解に迫れるのでは

ないかとの着想に思い至りました（図 1）． 

本研究プロジェクトでは，具体的な達成目標として，(1) 

脳形態形成のシミュレーション実験基盤の開発，(2) 脳の

構造と機能が創発される基本原理の解明，(3) 脳形態形成

の再現と予測，という３項目を掲げています．実現すれば，

脳の構造と機能の関係を科学的に解明するものとして社

会に大きなインパクトを与えると同時に，脳神経疾患の原

因究明や治療法の確立など，将来の臨床医療に大きく貢献

すると考えております．かなり思い切った研究構想である

ことは自認しておりますが，既存の枠組みにとらわれない

自由で挑戦的・融合的な研究を推進する創発的研究支援事

業だからこそ，採択していただけたものと考えております．

本研究プロジェクトの推進には，生命科学や医科学をはじ

め，研究分野の枠を越えた融合的なアプローチが不可欠で

す．本研究にご興味をお持ちいただいた皆さまは，ぜひお

気軽にお声掛けいただけますと幸いです．お力添えのほど

どうぞよろしくお願いいたします． 

 

図 1 研究構想の概略 
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２．３．第 35 回バイオエンジニアリング講演会       

OS-A6 バイオエンジニアリング教育を考える：     

オープンディスカッション 
本記事は，2023 年 6 月 3 日，4 日に仙台で行われた第 35 回バイオエンジニアリング講演会のオーガナイズドセッショ

ン「バイオエンジニアリング教育を考える」の内容の記録のために，文字に起こしたものです．本セッションは，学部生

向けに行われている「バイオエンジニアリング」に関する講義の内容を共有することで，各自の大学の講義に活かすと共

に，バイオエンジニアリングとして教えるべき内容とは何かを明確にし，将来的には，教科書を作るための参考にしよう

とするものです．今回は，特に材料力学関連に絞った形での議論になっています．参考になれば幸いです． 

 文字起こしの段階で，文章として読めるように発言は修正していますが，文意は同じです．パネリスト以外でご発言い

ただいた方の名前は伏字（最後にヒント）にしてあります．ご了承ください． 

オープニングと事例紹介 

中村（司会）：定刻になりましたので始めさせていただき

ます．皆さんバイオメカニクスの授業を大学で担当されて

いると思いますが，具体的に何を教えたらいいのか，バイ

オメカニクスがそもそも何か，長年疑問でした．この OS

では，皆さんがバイオメカニクスの講義で何を教えている

のか，情報を共有して，共通しているところや，違いを見

出していきたいと考えています．特に今回は材料力学・固

体力学を中心に議論したいと思います． 

本企画に関連し，自分が受講したときの内容や自分だっ

たらどんな講義をするかについて若手からアンケートを

取り，大谷先生にまとめてもらってきましたので，最初に

それをご紹介いただきたいと思います．その後，各大学の

講義内容をパネリストにそれぞれ説明いただくというこ

とにしたいと思います． 

大谷（若手代表・司会）：新旧の次世代委員会の有志に，

受講したバイオエンジニアリングの講義に基づく質問に

ご回答頂きました．質問は主に 2 つです．それぞれ以下に

簡単に説明します． 

Q1:受講した講義の内容を教えてください！ 

4 力学の応用として，生体のモデル化を紹介する講義が

多いようです．ただし，大学によっては筋骨格のバイオメ

カニクスの体系的内容（解剖・人体の力学・動作解析・障

害バイオメカニクス）を 15 コマ使ってがっつり教えるな

ど，特色ある講義もあるようです． 

 

 
アンケート結果の紹介 

 

中村 匡徳 

2003 年，北海道大学大学院工学研

究科博士課程修了．博士（工学）．

日 本 学 術 振 興 会 特 別 研究 員

（SPD），大阪大学大学院基礎工学

研究科助教，埼玉大学工学部准教

授を経て，現在，名古屋工業大学

大学院工学専攻電気・機械工学科 

教授．  

 

 

 

大谷 智仁 

2016年，大阪大学 大学院基礎工

学研究科 博士課程修了．博士（工

学）．大阪大学大学院基礎工学研

究科助教，講師を経て，現在，大

阪大学大学院基礎工学研究科 

准教授．研究テーマは，主に循環

器系を対象に，医療の実問題への

計算力学の応用． 

 

Q2:自分がバイオエンジニアリングの講義をするなら？ 

自分たちがかつて受講した生体の力学モデル化や，専門

分野に関する体系的内容の講義を志望する意見が多かっ

たです．また，広い意味でのバイオエンジニアリングとし

て，生体物性・医用材料工学や，学際的内容として，分子

生物学を教えたいとの声もありました． 

 

大谷先生に引き続き，各パネリスト（杉田，坂元，田地川，

工藤）から各大学での講義内容の紹介がなされました． 

 

 
杉田先生による講義内容の紹介 

材料力学関連の講義で教科書・参考書は？ 

中村：それでは会場からご意見を頂きながら，オープンデ

ィスカッションを開始します．まずは私の方で，パネラー
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の皆さんの発表をまとめていきます．全 15 回の講義の中

で，材料力学はおしなべて 3 回くらい，かなり盛沢山で，

全部説明できるかは難しい気がします．教科書は参考書と

して提示しているだけで，買わせていないようですね．高

いということもありますが，我々がいい教科書を作らなき

ゃいけないということを示唆しているのかもしれません． 

 

 

教科書の紹介（記事末に詳細を記述） 

 

硬組織の講義にはあまり時間を割いていない？ 

中村：さて，何を教えているかについて，共通項を抽出し

てみると，実は硬組織をあまり教えていない．骨の構造や

強度についてちらっと触れているものの，大変形など非線

形挙動を中心に教えていることがわかりました．まずこの

点について，会場で，硬組織を教えている人がいたらご発

言お願いします．ではまず T 先生いかがですか？ 

 

 
硬組織の説明には時間をあまり使っていないようでした． 

 

T 先生：学部の講義は持っていないのですが，大学院のほ

うでは，固体・運動系バイオメカニクスを教えています．

硬組織に焦点をおいていますが，バイオだからと特別な意

識は持たせないようにしています．構造が決まれば機能が

決まるのはどの材料でも共通ですし．生体特有として，成

長や老化，変性などを骨の特性に含めていることはありま

すが．ただこれを学部で教えるのはちょっと難しいと思い

ます． 

中村：ありがとうございます．他の先生は…最近目が悪く

なって誰がいるか分かっていないのですが…H 先生がそ

こに座っているのかな？よろしくお願いします． 

 

工藤 奨 

1998 年，慶應義塾大学大学院理工

学研究科博士課程単位取得退学．

博士（工学）．芝浦工業大学工学部

機械工学科助手，准教授，教授を

経て，現在，九州大学大学院工学

研究院 機械工学部門 教授お

よび九州大学 医用生体工学研

究センター センター長． 

 

H 先生：私も学部では教えていなくて，大学院でも材料力

学というよりもっと基礎的な力学をメインにしています．

筋骨格モデルの話もあったと思うのですが，関節のモーメ

ント，逆動力学などを中心にしています． 

中村：なるほど，では硬組織はそこそこ？ 

H 先生：ここで言えるようなことは教えていないですね… 

 

では，軟組織に関する講義は？ 

中村：他に詳しそうな先生は…皆飛行機があるって帰っち

ゃいましたね…．次の話題に行きましょう． 

軟組織は皆さん共通して教えていて，生体材料と機械材

料の違いに力点を置いて，非線形性・異方性について説明

しておられます．粘弾性，マクスウェルやフォークトモデ

ルなども，しっかり説明されておられるのかなという気が

しております．都立大はグリーンひずみとかも教えている

とのことでしたけども，それは都立大くらいかなと．物理

モデルについては皆さん共通して教えていて，力学特性の

計測技術についてはばらつきがある感じです．マイクロピ

ペット吸引の話は工藤先生だけで，特徴的だなと思いまし

たが，この話題を選んだ理由ってありますか？ 

工藤：細胞を対象に，昔からやっている方法を一つ入れた

くて．単純ですけど，伸びているところが見えるし． 

 

 
軟組織で教えている内容の共通項 

 

 
共通項１：血管構造と異方性 
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坂元 尚哉 

2003 年，東北大学大学院工学研究

科博士課程修了．博士（工学）．東

北大学大学院工学研究科 助教，

川崎医療福祉大学臨床工学科 

准教授を経て，現在，東京都立大

学機械システム工学科（首都大学

より名称変更） 准教授．研究

テーマは細胞のバイオメカニク

スおよびメカノバイオロジー． 

 

 

田地川 勉 

2002 年，関西大学大学院工学研究

科博士課程修了．博士（工学）．関

西大学工学部機械システム工学

科 助手，専任講師を経て．2014

年より関西大学システム理工学

部機械工学科 准教授．研究テー

マは，主に血液循環系のバイオメ

カニクスとその医療応用． 

 

中村：数式で説明できるから原理が説明できると面白いで

すね，AFM も教えていますよね？ 

工藤：AFM は，式まではやってないですけどね． 

中村：ありがとうございました．今回の内容でわかったこ

ととして，粘弾性など説明はするのですが，実例との比較

が意外と弱くて，直感的に学生に現象をわかってもらうの

が難しいかなと思っています．その点どうですか？坂元先

生お願いします． 

坂元：直感的にわかりやすい絵や動画はないですね，全部

数値になっちゃっているので… 

中村：そうですよね，動画とかが無くて，現象との対応が

わかりにくいかなと．田地川先生のところはあるんでした

っけ？ 

田地川：非常に基本的なモデルを再現した実験動画はギリ

ギリあるので，それで対応付けて説明するとかですかね． 

中村：さっき雑談で注射器の話していませんでしたっけ？

あれ粘弾性ですよね？その動画出せます？ 

田地川：ネットで探した動画ですけど，ダッシュポットと

して，ガラス製のシリンジの先端に細いニードルをつけて，

その先にばねを直列にとりつけ，滑車を介して重りを付け

ます（ステップ入力）．そうすると，シリンジがずっと伸

びていく，クリープが起きる．でもばねは重りによって瞬

時に一定の距離に伸びるという，まあ，理論通りの動きを

す る と い う だ け の 動 画 で す

（https://www.youtube.com/watch?v=ZVK1qVkXfC4）．これ

だけはあるんですけど，他のモデルの動画は無いので，同

様のものがシェアできると非常にうれしいなと思います

し，これが実際に生体のシステムの中で見えるともっとわ

かりやすくなるんじゃないかと信じています． 

中村：せっかくなので，粘弾性にかぎらず他の動画ってあ

ります？ 

田地川：材料じゃなくて血流ですけど，ウインドケッセ

ル効果について，これ機械力学の一次遅れ系と一緒なの

で説明がつくんですが…．拍動ポンプの先端にゴムバ

ルーンをつけて，さらにその先端に細いニードルをつけ

ます．で，拍動流を流すと，バルーンの弾性によって拍

動性が薄れる，コンデンサのフィルタと同じ，電気回路 

 
共通項２：粘弾性特性と物理モデル 

 

 
共通項３：粘弾性特性と物理モデル 

 

で説明される現象を流体回路で説明できるっていう動画

（https://www.youtube.com/watch?v=Bx9Nu2PkPsE）があり

ます． 

 

各大学の特色的内容とは？ 

中村：ありがとうございます．では残りの話題に行きまし

ょう．共通の部分以外にも，独自の部分もあって，各大学

それぞれ特徴があることがわかりました．例えば都立大だ

と，坂元先生がいらっしゃるということで，メカノバイオ

ロジーを強く教えているということで．で，九州大学だと，

生体工学と社会実装みたいなところが強く押されている．

関大だと，血管コンプライアンスとかスティフネス，膜振

動の話というのも材料力学の内容として教えられていま

す． 

ここからの話題として，材料力学パートとして，もっと

教えた方がいいことについて，意見をもらえればと思いま

す．例えば，あまり出てこなかった話題として，超弾性，

ムーニー・リブリン体とか，研究では使っていますけど，

授業ではほとんど出てきていない．あと，僕も調べてみて

初めて分かったのですが，材料力学として皆血管を教えて

いて，誰も靭帯とか腱を，少なくとも登壇者は授業で扱っ

ていない．こういった，材料力学パートとして教えた方が

いいことについて，会場からコメントはありますでしょう

か．この話題に限らず，全体に対するコメントでも結構で

す．じゃあまずは，K 先生にお話を聞きましょう． 

K 先生：はい，皆さん非常に苦労，工夫されていると感じ

ました．自分が所属する N 大がある意味楽なのは，臨床

工学技士の養成コースが機械工学科のカリキュラムの上

に乗っかっていて，2 年の最初から，生理学と解剖学を全

https://www.youtube.com/watch?v=ZVK1qVkXfC4
https://www.youtube.com/watch?v=Bx9Nu2PkPsE
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部私が教えています．生理学・解剖学を 15 コマのコース

で 2 つやって，それから生体物性とかそういう話をできる 

 

杉田 修啓 

2008 年，東北大学大学院医工学研

究科博士課程修了．博士（医工

学）．理化学研究所研究員，名古屋

工業大学特任助教，同大学機械工

学分野助教を経て．2015 年より同

准教授．研究テーマは，主に軟組

織とその細胞のバイオメカニク

ス． 

 

 
各大学の特徴的な講義内容１ 

 

ので，じゃあ楽だなと思っています．聞いていて思ったの

は，15 コマの 1 つの授業に全て押し込むのはかなり大変

じゃないかなと．せめて 2 科目とかが適切ではないかなと

思います． 

中村：K 先生のところでは，材料力学はどのくらい教えて

いるのですか？ 

K 先生：物性としては，皆さんと同じ感じで，粘弾性とか

大変形の話を 3，4 コマくらいですね．むしろ皆さんにお

聞きしたいのは，将来研究室に入ることを見越して，授業

で工夫していることや，研究室の学生向けの検討などはあ

りますでしょうか． 

中村：なかなか答えにくいこともあるかもしれませんが…．

じゃあ工藤先生からいきましょうか． 

工藤：4 力学系の研究室は 2 年生・3 年生で講義を持って

いるので，学生も先生の雰囲気がなんとなくわかるんです

けど，生体工学の研究室の教員は，4 力学じゃなくて設計

工学とか１年生の基礎科目を担当しています．4 力学以外

の内容も学生が興味を持てるように，という意図で，研究

の紹介も講義に含めています． 

田地川：私のところは，恩師の大場謙吉先生の授業を引き

継いだ経緯がありますが，当時の講義の内容は半分近くが

研究紹介，残りが身体の機能の紹介に充てられていました．

引き継いでから，できるだけ機械工学に寄せる形を目指し

て，今に至る形です．配属後のことを考えているかと言わ

れると難しくて…，機械工学の学生に対して，研究室で関

わっていることを，どう機械工学の内容として紹介するか

に特化しているかなと思います． 

坂元：私の場合，生体機械コースなので，来た学生は否が

応でも生体をやらされます．研究室もいろんな方がおられ

ますので，自身が関連するメカノバイオロジーなども講義

に含めて紹介して，研究室への誘導を入れるようにはして

います． 

 

 
各大学の特徴的な講義内容２ 

 

杉田：名工大もバイオメカニクスは 3 年生の後期科目で，

4 年生になると研究室配属なので，講義で研究室の宣伝を

するしかない状況です．今回の資料を作って思ったのは，

自分の研究に関連するところは，特に多く話しているかな

と思っています．中村先生もですよね？ 

中村：僕は自分の研究と関係なく，授業として教えるべき

ことを教えています． 

（会場から笑いが起きる） 

杉田：なお，氏原先生ともう一人の先生（名工大は４名の

教員でオムニバス形式の講義を実施）は完全にご自身の研

究の話をしています．これが名工大の現状です． 

 

結局，学部生向けの講義はどうあるべきか？ 

中村：では，理想として，学部生向けのバイオエンジニア

リングの講義はどうあるべきかについて，最後考えたいと

思います．N 先生どうぞ． 

N 先生：K 先生の内容に絡みますが，バイオエンジニアリ

ングの講義は，研究につなげるための教育か，そうでない

一般的なものか，このどちらかかと思います．研究につな

げたいのであれば，それぞれの大学の特色を踏まえて自由

自在にやるのがベストだし，その点で今回ご紹介いただい

た内容は well organized だと僕は思っています．一方で，

一般教養として教えようとすると，まずは体の機能を 15

コマかけてやる必要が出てきます．さらに個々の疾患やそ

の工学研究の内容を紹介すると，ダイジェストでやっても

15 コマ必要になります． 

 その点で，一般化した教科書を作成するのは難しいので

はと思います．実際には，医歯薬系で数年かけて学ぶ内容

を抽出して研究しているわけで，全体を統一しようとする

と，膨大になりすぎるかなと． 

教科書としては，研究に繋げる形で，４力学から派生し

た発展的な内容としてまとめるのがいいかと思っていま

す． 

中村：どうもありがとうございました．そろそろ時間も無

くなってきたので，現状で抱えている問題について一言ず

つコメント頂けますか？ 

杉田：腱や靭帯の話がないことについて，本部門にはこれ

らの専門の先生もおられますし，コロナ禍でオンライン講

義にも慣れてきましたので，専門の方に遠隔でやっていた

だけるといいなと思います． 

中村：ギブアンドテイクで，自分が教えられるところを教

えて，他を教えてもらってっていう形ですね． 
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坂元：この部門に参加する学生さんは，共通した教育を受

けている認識があるとよいのではと思って，それで教科書

の話があるものと思います．少なくとも，皆これを習って

いるよねっていう．それを抽出して共通で教えられると，

教える側の負担も減りますし，組織に依存しない学術を作

ることができるのではと考えています． 

田地川：専門じゃないことも説明せざるを得ない点では，

先のギブアンドテイクがありがたいです．学生にとっても，

専門の先生から教えてもらえると，授業の印象が変わって

くるのではと思います． 

工藤：３年生までの講義はどこの大学でも同じだと思いま

すが，研究室に入ると，突然高度な話になる．このギャッ

プがすごくあって，そこを埋めることがとても難しいよう

に感じています．そこをつなげたいけど時間が無い…． 

 

S先生からのありがたいお言葉 

中村：結局のところ，時間がないのが一番大きくて，少な

くともここのところは教えたいというトピックを我々が

絞り切れていないというのが問題かなと思います．では最

後に S 先生に〆てもらいましょう． 

S 先生：今日拝見して，改めて教育は重要と感じました．

自分が講義をしていたときは，生体機能論として，特に機

械工学と生理学との関係を教えていました．教科書はなく，

毎回プリントを用意していて，受講生は常に 230-240 人程

度いたと思います． 

本日の話を聞いていて，皆さん苦労していると思います

が，オムニバスというのは，ちょっと逃げですよね．それ

を感じました． 

（会場から笑いが起きる） 

やるなら一人で通して 15 コマやらないと，教員の意志が

出ないように思います．それだけがコメントです． 

中村：ありがとうございました．生体を扱う上で，現象だ

けではなく，機能をいかに発現するか，これらの関連性を

もっと強く説明すべきかと思いました． 

 また，15 コマちゃんと通してやりましょうということ

ですので，来年度から名工大では杉田君が 15 回の担当と

したいと思います． 

ということで，そろそろお時間ですけれども，今回は材

料力学パートを中心に議論を組ませて頂きました．できれ

ば今後もいろんな大学の先生に紹介頂ければと思ってい

ます．その先には教科書を作っていきたいと思っていて，

学問として生体力学の確立につなげたいと考えています．

今後，このセッションを連続的に続けていきたいと思いま

すので，どうぞよろしくお願いいたします．ありがとうご

ざいました． 

 

ご発言いただいた先生方．場を盛り上げていただき，どう

もありがとうございました．この場を借りて，御礼申し上

げます．貴重なご意見で，他の大学の実情を知る上でも参

考になりました． 

T 先生：北の方の旧帝大教授．骨と関節の専門家． 

H先生：関西の国立大学にて，人工関節の研究に従事． 

K先生：第 98 期部門長．仙台から郡山に毎日通勤． 

N先生：現在の部門長．これ以上のヒントはないでしょう． 

S 先生：いわずと知れたバイオエンジニアリング会のビッ

グボス．部門長も務められ，メカノバイオロジー系の研究

にて名をはせる． 

 

使用している教科書・参考書として紹介されたもの 

（材料力学関連講義） 

・林 紘三郎，バイオメカニクス，コロナ社，2000 

・山口 昌樹，石川 拓司，大橋 俊朗，中島 求，はじ

めての生体工学，講談社，2016 

・山田 宏，力学の基礎とバイオメカニクス，コロナ社，
2012 

・Jay D. D. Humphrey, Sherry L. O’Rourke, An Introduction to 

Biomechanics: Solids and Fluids, Analysis and Design, 

Springer, 2016 

・Nihat Özkaya, Dawn Leger, David Goldsheyder, Margareta 

Nordin, Fundamentals of Biomechanics: Equilibrium, Motion, 

and Deformation, Springer, 2017 
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２．４．コラム「研究生活につながる(？)ライフハック」 

 

京都大学 

牧功一郎 

 

大阪大学 

大谷智仁 

（牧（右），大谷（左），阪大・重松先生（中央）を囲む） 

 

【牧】 

論文整理 Paperpile を使っています（大谷さんも。要課金）。

ウェブブラウザにアドインを入れておくと検索時にボタ

ンが現れ、ワンクリックで情報取得できます。仕事終わり

に読みたい論文を落として、家のタブレットで読むなど、

臨機応変に使えて便利です。タグ付けの整理も可。 

プロトコル整理 ルーティンのプロトコルはタブレット

に入れておいて、実験室でパッとみれるようにしています。

あと、タブレットの録画機能を使ってます。私自身、メモ

が下手で。。学生さんにも、時に、お勧めしています。 

実験計画 教員の立場としてなのですが、学生さんの研究

に色々な計画・フェーズがあって、良いアイディアを思い

ついてもシャワー中だったり。google スプレッドシートに、

習得した手技や（個人的な）アイディアをメモしています。

いざというとき、あの先輩に聞いてみたら？こんな実験や

ってみては？と伝えやすいです。 

実験環境 登録・報告等は、サクッと進めたいけど、同じ

内容がスタッフ全員に届いてお見合いになっちゃったり。。

こちらもスプレッドシートを使っています（いつか奥田覚

先生から伺いました）。毎年のものはリスト化しておくと、

気持ちの準備が出来て良いです。試薬の発注・整理も。 

実験結果のまとめ方 ライフハックってあるかな・・その

日のうちにデータを開いて頭に残すようにはしています。

データが思わぬつながりをみせることがあるので、すべて

パワポに貼って、オーバービューできるようにしています。

学生さんの研究室会の準備にもなって、いい感触です。 

リフレッシュ 子供が歩き始めて強制発動したのですが、

毎日早朝の散歩・水遊び（時に泥浴び）を活用しています。

何かしらで煮詰まった時は、古いですが「マネーの虎」が

良いです（本も出ています）。起業を目指す一般人志願者

が大御所の経営者に投資を依頼する内容で、現場でのハラ

ハラするやりとりなど（リフレッシュになるのか？研究の

役に立つのか？は別にして）思い出しては見ています。 

集金方法 段々学生さんと飲食しやすくなってきまして、

嬉しい限りです。ちょっとは多めに出します！けれど、あ

とで集金が必要な時、皆さんどうされてますか？直接での

やり取りも何となく微妙で、最近デスク横にブタの貯金箱

を置きました。皆さんのタイミングで入れてもらったら良

いし・・チャリン。あれ？あんまり入っていない・・？ 

より円滑な集金方法があれば、どうか教えてください！ 

 

 

 

【大谷】 

研究生活のライフハックで，計算屋の立場として外せな

いのはこの 10 年での開発環境の変化です．10 年前，

Windows でのプログラム開発では，UnixOS 環境を模擬す

るソフトウェアである cygwin を使っていましたが，数年

後には，VirtualBox や VMware など，UnixOS の仮想環境

を立ち上げられるソフトウェアが現れました．さらに最近

では，Windows system of Linux (WSL)により，Windows 上

で Linux OS (unixOS)を直接使用でき，（特別な用途が無い

限り）WSL 以外の仮想環境が不要となりつつあります．

また，プログラミング用のエディタとして，vim と emacs

が長らく 2 台巨頭でしたが，2010 年代中頃から高機能エ

ディタ（sublime text, atom など）が出回り始め，最終的に

は VScode が一強として残った感があります．他に，コー

ドの管理・保守としての git および，github や gitlab など

のクラウドサービスの使用も広く普及しました．機械学習

系の場合，開発環境を保存・配布可能な技術である docker

を用いて，コードがすでにインストール済みの開発環境自

体の配布が普通になっています．上記はもはやライフハッ

クというより研究のインフラですが，この手の話が話題に

上ることは少ないので，この機会にまとめてみました．も

っと便利なものがあれば教えてください． 

その他，研究生活で不可避かつ気が乗らない最たるもの

が英語学習で，やらないよりはマシかと，動画配信サービ

スで海外番組を見ています．中でも，シーズン 12 まで公

開されたシットコムである「Big Bang Theory」は，カリフ

ォルニア工科大に勤務する４人の研究者が中心の話です

ので，我々にとって身近な話題が楽しめます．例えば，テ

ニュアを求めて部局の責任者に媚びを売って失敗する，研

究成果が出なくて病んで引きこもる，論文のオーサーシッ

プで喧嘩になり，学会発表の場で嫌味な質問をして相手の

面子を潰しにかかる，自分が不採択の予算にライバル研究

者が採択されて嫉妬に狂う，など，我々の普段の日常（？）

が展開されます．特に我々に身近なことに，4 人の研究者

のうち，理論物理学者・実験物理学者・宇宙物理学者に加

えて，機械工学出身の修士卒の技術者が入っており，博士

号を持っていないこと，工学系であることを，特に理論物

理学者からいじられ続けます．シーズン１で工学系のラボ

を訪れた物理学者による「Engineering, where the noble 

semiskilled laborers execute the vision of those who think and 

dream. Hello, Oompa Loompas of science!」の言葉は，面白

かったので，たまたま講師を依頼された英語の大学院講義

でジョークとして用いました（その後，自身の研究室の学

生が，機械工学の定義として上記をレポートに書いて提出

してきて閉口しました）．最近では，名だたる SF 賞を総ナ

メにした中国 SF の最高峰，「三体」の実写ドラマ公開を心

待ちにしていますが，周りに読者が少なく寂しい限りです． 

以上，毒にも薬にもならない話で恐縮ですが，多少なり

とも紙面の賑やかしになれば幸いです． 
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３．部門連係を考える 

３．１． はじめに 

千葉大学 大学院工学研究院 

バイオメカニクス研究室 

 

坪田 健一 

 

 

バイオエンジニアリング部門の分野連携委員長として，

本項の序文の執筆を仰せつかりました．2020 年度に立ち

上げられた日本機械学会・分野連携委員会は，部門間交流

を目に見える形で推進するための仕組みづくりを目的と

しています．分野連携によって，学際的な共同研究等の活

性化を通じて各分野が持つポテンシャルが最大限に引き

出され，各部門と本学会が抱える共通の課題の解決に向か

うことが強く期待されています． 

分野連携委員会の具体的な活動内容は，部門間交流につ

ながる企画です．2022 年度企画(2023 年度以降開催分)は，

機械学会全体で 20 件が採択されています．その内，本部

門と関連する 6 件の企画を下記にご紹介いたします(採択

番号順に記載)． 

1. 講習会「筋骨格モデルによるバイオメカニクス解析入

門」．No. 41．スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス

部門／バイオエンジニアリング部門． 

2. 日本循環器学会・日本機械学会ジョイントセッション．

No. 44．バイオエンジニアリング部門／流体工学部門

／日本循環器学会／医工学テクノロジー推進会議． 

3. 「マイクロ・ナノ工学とバイオエンジニアリング」「機

械工学に基づく細胞アッセイ技術」．No. 46．バイオエ

ンジニアリング部門／マイクロ・ナノ工学部門． 

4. 日本 JSME・韓国 KSME ジョイントシンポジウム(年次

大会特別企画)．No. 47．バイオエンジニアリング部門

／スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門． 

5. 生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会 2023

（LIFE2023）．No. 48．バイオエンジニアリング部門（幹

事学会・幹事部門），ロボティクス･メカトロニクス部

門，機械力学・計測制御部門，機素潤滑設計部門． 

6. シンポジウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス

2023 における学会横断テーマ OS「少子高齢化社会を

支えるスポーツ・バイオ・ロボメカ技術」．No. 52．ス

ポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門，バイオエ

ンジニアリング部門，ロボティクス・メカトロニクス

部門． 

詳細は https://www.jsme.or.jp/tfcc/に情報を掲載しています

（「機械学会」「分野連携委員会」でご検索ください）．ま

た，皆様の方で良いアイディアがございましたら，同ホー

ムページで近日中に 2024 年度企画の募集が始まる予定で

すので，申請をご検討いただきますようお願い致します．

質問などございましたら，お気軽に部門連携委員(坪田)ま

でお問い合わせください． 

本項では，「2. 日本循環器学会・日本機械学会ジョイン

トセッション」を共同企画いただいた流体工学部門につい

て，築谷朋典先生（国立循環器病研究センター）からご紹

介文を寄稿していただきました．流体工学部門と本部門な

らびに当該企画との関係を知っていただくことで，分野連

携活動を身近に感じていただき，皆様の今後の活動の糸口

や発展につながれば幸甚です． 
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３．２．流体工学部門紹介 

 

国立循環器病研究センター研究所 

人工臓器部 

 

築谷 朋典 

 

 

私は研究所にて人工臓器に関する研究を行っておりま

す．このたび，後述する分野連携企画「日本機械学会と日

本循環器学会とのジョイントセッション」の WG 委員を

仰せつかっており，その縁で今回の執筆をご依頼いただき

ました．また個人的には，京都大学名誉教授であり平成 4-

5 年度にバイオエンジニアリング部門長を務められた赤

松映明先生のご指導の下で学部生の時代から機械学会に

参加しており，現在に至るまで人工臓器に関する研究に従

事し，その中でバイオエンジニアリング部門の多くの先生

にお世話になってきました． 

前置きが長くなりましたが，ここでは流体工学部門につ

いて紹介させていただきます．流体工学部門は機械学会創

立時から流体現象や流体機械を対称とする基幹部門とし

て活発に活動を行ってきました．現在の部門登録者数（1-

3 位）は 5055 人となっており，これは全部門中で最多と

のことです．ご存じのように流体工学は機械工学にとどま

らず多くの分野における基本的な学問体系であり，その応

用分野も極めて多岐にわたっております．バイオエンジニ

アリング部門の主領域である生物・生体分野も本部門の重

要な応用分野の一つであり，循環や呼吸のように，流体が

本質的な役割を果たしている生理機能の理解をはじめと

して多くの応用例があります．流体工学部門ではこれまで

にも生体に関する数多くの企画セッションを年次大会・部

門講演会を中心に開催しており，最近の年次大会では毎年

5 から 6 の合同セッションをバイオエンジニアリング部門

と共催させていただいております． 

また，患者の診断・治療といった医療分野においても，

流体工学は幅広く応用されており，医学の進歩に対して古

くから多大な貢献をしてきました．流体工学が関わる重要

な分野に航空・宇宙がありますが，初めて大西洋単独横断

に成功したリンドバーグ（Charles Lindburgh），人類で初め

て月面に降り立ったアームストロング（Neil Armstrong）と

いったパイオニアたちがそれぞれ医療機器の開発に関わ

ったことが知られています 1),2)．近年，重症心不全患者に

使用されている体内植込み型補助人工心臓は超小型の遠

心ポンプが用いられておりますが，これは流体機械 100 年

の歴史の中で培われた技術により実現した医療機器であ

ると思います．また，微細気泡に超音波を照射することに

よって発生する振動のエネルギーを利用した強力収束超

音波(HIFU)や体外衝撃波結石破砕術(ESWL)など流体工学

に基づいた技術を治療に応用した例 3)，また近年では数値

流体力学(CFD)を応用した血流シミュレーションによっ

て冠血流や脳血管の血流を評価し診断に活用する事例 4)

など，流体工学を応用した診断・治療法の実用化が進んで

おります． 

さて，日本機械学会と日本循環器学会では両学会間の連

携事業として相互の学会講演会においてジョイントセッ

ションを開催し，担当部門であるバイオエンジニアリング

部門の先生方の熱意の下，医師と工学者の交流から新しい

治療法・研究テーマの創成を目指してこられました．また，

医師の方を対象にバイオエンジニアリング部門が開催し

ているセミナーも毎回盛況であると伺っております．今年

度より，この日本循環器学会とのジョイントセッションに

流体工学部門も参画させていただくことになりました．日

本循環器学会は医学系では最大の学会であり，３万人を超

える会員が参加しています．このような臨床医中心の学会

とのジョイントセッションでは，治療に役立つ技術や工学

的研究の提案が求められていることは明らかです．医療機

器はその多様性が大きな特徴ですが，ハードウェアとして

の医療機器に加え，近年ではソフトウェア医療機器

(Software as Medical Device: SaMD)が医療機器として承認

されており，工学的見地からの審査基準も確立し始めてい

ます．私は，開発に携わった医療機器が最終的に製品化に

至った経験を有しておりますが，その中で，装置そのもの

のアイデアに加え，有効性・安全性や品質管理を実現する

ために多くの性能評価基準を作成する必要があることを

痛感しました．特にハイリスクの医療機器は臨床試験によ

る有効性・安全性の実証は不可避である一方で，その例数

を最小限にするために行う非臨床試験方法の開発といっ

た工学的知見の活用が求められています．流体工学部門に

登録されている会員には産業界の方も多いため，医療に直

接応用できる研究はもちろんのこと，迅速な技術の実用化

につながる生産・評価体制などにも貢献できるのではと考

えております． 

 

 

1. Carrel, A. and Lindbergh, C. The culture of whole organs. 

Science, 1935, 81: 621-623. 

2. Heimlich, Henry J. et al. “Apollo Double Diaphragm Pump 

For Use In Artificial Heart-lung Systems, March 20, 1975.” 

(2013). http://hdl.handle.net/2374.UC/731262 

3. 松本洋一郎, 流体工学の医療分野への展開, 機論 B, 

Vol.77, No.782, 1868-1878 (2011). 

4. 河野健一，臨床における脳動脈瘤流体解析の活用，流

体工学部門ニュースレター，2011 年 12 月号.  
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４．研究室紹介 

 

大阪大学大学院 

基礎工学研究科生体工学領域  

 

出口 真次 

 
 

 

自慢のように聞こえてしまうかもしれませんが、客観的

な分析！として、うちの研究室は様々な面で理想的な環境

であると考えています。周囲の先生方からは、「出口研は

いつも楽しそうですね」「良い学生が集まっていいですね」

と言われることが多いです。昨年度のバイオフロンティア

講演会での若手の会による企画で、「機械系の中でバイオ

の研究室はどうすれば人気となるか?」について議論があ

りました。その点では、（しつこいですがフィクションで

なく！）ここ数年、うちはずっと学生からの人気は学科内

でトップクラスになっています。 

その秘訣は、何より准教授の松永大樹先生を始め研究室

メンバーの皆さんの頑張りによりますが、おそらく「攻め」

の姿勢に出ているからなのかなと考えています。上記の若

手の会による企画での議論を拝聴しましたが、人気を得よ

うとして少し学生に迎合し過ぎなのかなという感想をも

ちました。うちは「合わない人は合わない」（私自身の研

究を通して「生命の複雑さ・人の心の複雑さ」を思い知っ

てたどり着いた潔さ!?）、それは仕方ないので開き直って

自分たちの理想を追い求めたメッセージを普段（研究室紹

介の機会だけでなく、大事な広報活動としてよく更新する

研究室ホームページ（http://mbm.me.es.osaka-u.ac.jp）や、

講義・学生実験等での何気ない雑談などを通して）からた

くさん発信をして、すなわち、自分たちのカラーを全面に

押し出して、それに共感する学生が集まるような状況を作

っています。 

例えば・・・2022 年の一年間だけの例で言いますと、学

生による学会発表が 39 件あったこと（かなり多いという

ことを学生に伝える、それによりこの研究室に来ると学会

発表をするのだと意識させる（写真 1））、受賞が多いこと

（異なる学生 6 名が計 14 件の受賞を得たこと、この数字

もものすごく多く、それだけ魅力的な先輩たちがいて切磋

琢磨して頑張っていること、またそれを温かく真剣にサ

ポートする体制が整っていることを伝える）、留学生が多

いこと（5 カ国 7 名、たくさん会話をして多様な意見に浸

ることがなぜ重要と考えているかを伝える（写真 2））、研

究留学が多いこと（過去 4 年の例では 5 名の学生がドイ

ツ、アメリカ×2、デンマーク、オーストリアにそれぞれ

留学；語学留学ではなく、よりプレッシャーのかかる研究

留学であり、広い視野をもって成長したい学生が集まるよ

うにする）、研究室内でスポーツ大会が多いこと（研究を

頑張るだけでなく、スポーツが苦手でも全力で楽しむこと

のできる熱過ぎる、でも優しく温かい雰囲気があること

（写真 3））を伝え、そして何より“わくわく”する自分た

ちならではの面白い研究をして論文実績もしっかり残し

ていること（もう書くスペースがなくなってしまいました

が、生命の適応のメカニズムの解明などに取り組んでいま

す）、普段から緻密で面白い講義（合わない人は合わない・

泣；きっとこの研究室紹介の文章も。。。）をしていること！

こういった諸々の努力をもとに現在の研究室の良い状況

があると思います。 

ノウハウを一部披露しましたが、バイオエンジニアリン

グ部門の分野全体に少しでもポジティブな影響を及ぼす

ことができれば嬉しいです。研究室は今年で設立 8 年目。

今後とも頑張りますので温かく見守っていただければ幸

いです。 

 

 
写真 1 大勢になりがちな学会参加 

 

 

写真 2 留学生と M2 学生だけで勝手に企画した BBQ 

 

 

写真 3 近くの体育館でスポーツ大会 
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５．海外活動報告 

 

    ウィーン工科大学 

（Technische Universität Wien, Vienna, Austria） 

 

渡邉 應文 

 

私は 2022 年にオーストリアへ渡航し，現在はウィーン

工科大学の Aleksandr Ovsianikov 先生のもとで， 3D 

Bioprinting 技術を利用した臓器チップの開発に取り組ん

でいます．本記事では，ごくありふれた私の，少しだけ特

別な海外での研究生活について，留学の経緯なども含めて

紹介させていただきます． 

受け入れ先の先生との出会いは，2019 年の日本国内で

開催された国際会議まで遡ります．Ovsianikov 先生の発表

では，最先端のレーザーを組み込んだ独自の 3D Bioprinter

を利用して，自由自在な形状の生体組織を構築しており，

聴講者の一人であった私は（一方的に）Ovsianikov 先生の

存在を知りました．当時の私は博士課程の学生で，自分勝

手に動き回る細胞たちと毎日のように格闘していたため

か，そのときは羨ましさを通り越して純粋に嫉妬心が芽生

えて帰路についたことを覚えています．しかし，それから

少しすると，いつの間にか私の気持ちは変わり，「コラボ

レーションをすれば自身の研究を発展させられるかもし

れない」と考え始めていました．それからというもの，ま

ずは研究内容を詳しく知るために論文を読み漁り，それだ

けでは満足できなかった私は，大胆にも，現地に渡航する

ことを計画し始めていました．そして，念願の短期留学が

実現した帰路のフライトでは，ここで仕事をしたいという

気持ちがいっそう強くなっていました．その後は，海外で

Postdoc として働くために，受け入れの交渉（短期留学の

おかげかすぐに了承が得られました）や渡航・滞在費の申

請などを経て，現在ではオーストリアで研究を始めるに至

りました． 

オーストリアに渡航してからは，研究グループの多様性

の高さに気付かされる日々です．例えば，研究チームの

各々の専門分野はさまざまで，物理学，化学，薬学，生物

学，工学といった幅広い分野の研究者とともに仕事をして

います．さらに，出身地についても，オーストリアを含む

欧州のみならず，北米やアジア出身の方々も見受けられま

す．そのため，仕事の合間のコーヒーブレークでは，各々

の母語や文化の違い（主に出身地の有名な料理など）につ

いて雑談するだけでなく，研究の話になると他分野の視点

から思いもよらない（しかし重要な）質問をされて，私は

度々あたふたしています．もちろん専門分野が異なるため，

意見が合わないことも日常茶飯事ですが，両者の意見を考

慮したうえで，ベストだと思える選択肢を見つけ出すとい

う方針で議論が進められるため，とても有意義な時間が過

ごせています．日本国内でも，異分野融合を目指す試みが

見られますが，立場の強い人の大きな声だけが正解になり，

“lim⁡(𝑥 → ∞)⁡(小さな声 ⁄大きな声) = ０”といった悲し

き数式が成立してしまった経験をお持ちの方も少なくな

いと思います．異分野融合を成功させる秘訣は，立場の異

なる人々が，お互いを否定するのではなく，まずは自尊心

や承認欲求を足下に置いて，歩み寄ることが重要なのだと

改めて実感しています． 

さらに，大学の学科や研究グループでは，チームの結束

力を高めるための努力を惜しまないことが印象的です．例

えば，“Team building”と呼ばれるイベントが定期的に開催

され，日々の生活では誕生日のメンバーをケーキや（ユー

モアにあふれた）贈り物でお祝いすること，各々の地元の

料理を振る舞って食卓を囲むことや，Excursion としてウ

ィーン郊外でのハイキングを楽しむことがあり，研究グ

ループだけでなく，大学内の横のつながり深める機会に多

く恵まれています．こういった取り組みも，分野を超えた

影響力のある成果を生み出すために重要なエッセンスな

のだと感じています． 

留学先の国についても紹介させていただきます．オース

トリアと聞くと，ひょっとすると，マッチョなカンガルー

に囲まれ，真夏のサンタクロースに会える国と混同されて

いる方もいらっしゃるかもしれません．そんな場合には，

今だけはカンガルーのことを忘れてください．実際のオー

ストリアは，“No Kangaroos in Austria”という少しひねく

れたロゴが人気で，サンタはサーフィンでは登場しません．

首都ウィーンは，音楽の都として有名で，街中や地下鉄で

唐突に演奏が始まるという光景をよく目にします．そのた

め，研究で思い詰めてしまうときには，大学の近所を散歩

して，街中の音楽に耳を傾けることで気分転換ができます．

他にもウィーンには，“Sacher Torte”や“Mozart Torte”と

いった想像を絶する甘さのケーキが多く，日々の研究で疲

れた脳を回復させるため，休日には私がカフェを巡り，グ

ルコースには血中を巡ってもらっています． 

海外での研究生活を始めて，本音を言うと，すべてが順

調に進んでいるわけではありませんが（例えば，私の語学

能力はまだまだ発展途上ですし，記録的な円安により節約

術を模索する日々が続いています），それでも現地で得ら

れる経験に勝るものはないと考えております．私のオース

トリアでの生活はもう少し続きますが，今後も引き続き真

剣に研究と向き合い，脳が疲れたときにはウィーンの美味

しいケーキ（と口直しのレモン）を食べて，実りのある時

間にしたく存じます． 

最後になりましたが，この度の貴重な機会を下さった

バイオエンジニアリング部門広報委員会の先生方，そし

て留学に際してご支援いただきました皆様に，心より感

謝申し上げます． 
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６．部門情報 

 

６．１ 部門運営委員会の改組につ

いて 

 

企画委員会の所掌事項の変更と渉外委員会

の新設について 

 

 

九州大学 

大学院工学研究院 

機械工学部門 

 

工藤 奨 

 

 第 100期部門長を務めておりました九州大学の工藤で

す．第 100期では，企画員会の見直しと，新たに渉外委

員会の設置をおこないました．イメージとしては，企画

委員会は部門内の企画おこない，渉外委員会は部門外と

の企画をおこなう委員会としました．見直しと新設の経

緯を説明したいと思います． 

 第 33回部門講演会からシンポジウム形式セッション

と，一般演題のポスターセッションに分けることが部門

の方針として決まりました．しかしながら，各年度の実

行委員会が全体を眺めながら，シンポジウムの内容・構

成を検討することが難しいため，実行委員会とは別組織

で部門にとって必要かつ重要なシンポジウム内容・構成

を検討した方が良いという案が部門幹事会で決まりまし

た．そこで，部門の委員会全体を見直そうということに

なり，部門幹事会を中心に検討をおこないました．企画

委員会は，部門講演会および部門が企画する年次大会で

の企画を行う委員会に変更し，部門にとって必要かつ重

要な企画を俯瞰した形で検討してもらうこととしまし

た．従来の企画委員会には本部付きの委員の先生方が多

数入っていたのですが，本部付きの委員との連絡窓口は

部門幹事がおこなうこととし，企画委員会は部門内の企

画に専念してもらうこととしました． 

 また，企画委員会が窓口となり海外，他学会，他部門

との合同企画などを積極的におこなってきましたが，企

画委員会は部門内の企画に専念するため，新たに渉外委

員会を設置することで，部門外との合同企画は一括して

渉外委員会が担当することとしました．それに伴い，国

際委員会は廃止とし，旧国際委員会の内容は渉外委員会

に含めることにしました．渉外委員会は，部門の活動を

より広げるという役割があり，様々な合同企画を通して

部門の裾野を広げていってほしいと思います． 

 何かを企画するためには，予算が必用となりますの

で，旧国際委員会で使用してきた予算を上記二つの委員

会に振り分けることで，部門内外での企画をおこないや

すくしております．以上のような経緯と趣旨を東京都立

大学の坂元尚哉先生，慶應義塾大学の須藤亮先生に説明

しましたところ，快く委員長を引き受けてくださりまし

た．今後の方針や抱負などは両先生が述べられると思い

ます．新たな委員会体制のもとで，バイオエンジニアリ

ング部門がますます活性化していくことを期待しており

ます． 

 

所掌事項が変更となった企画委員会の活動

について 

 

 

東京都立大学 

システムデザイン学部 

   機械システム工学科 

 

坂元 尚哉 

 

 2023 年度（101 期）より企画委員会の活動内容が変更

になりました．本稿ではこれからの活動予定とその狙いな

らびに部門の皆様へのお願いについてのご説明いたしま

す． 

 企画委員会の新しい活動内容は部門が運営する講演会

等の企画立案です．本年度は，委員長・坂元尚哉（東京都

立大学），幹事・村越 道生（金沢大学），委員・中村 匡徳

（名古屋工業大学），委員・高嶋 一登（九州工業大学），

委員・亀尾 佳貴（芝浦工業大学）の 5 名で担当していま

す．なお，従来の活動内容に含まれていました他部門，他

学会との連携行事等は，新たに発足した渉外委員会が担当

します． 

［活動内容］ 

部門が運営・企画する講演会等の中で，本年度はまず

2024 年度バイオエンジニング講演会において，以下を企

画委員会が担う予定です：  

(1) オーガナイズドセッションの募集・取りまとめ 

(2) プログラム編成 

これら業務を企画委員会が行うことで，講演会主管校・実

行委員会の負担を軽減し，講演会運営をより円滑にするこ

とが目的の一つです．講演会実行委員会との情報共有・ス

ムースな連携のため，企画委員会には次年度の実行委員長

（中村匡徳先生）が加わっています． 
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またオーガナイズドセッションを企画委員会が取りまと

め，講演者招へい旅費等に対して部門からの予算措置も可

能となりました（ただし，措置を保証するものはありませ

ん）．これにより複数年にわたった長期的視点に基づくセ

ッションや，他部門他学会等との新たな連携もしくは連携

強化を目的とした企画提案も行いやすくなることも期待

しています． 

 2024 年度部門講演会に向けて，今年度 9 月頃よりオー

ガナイズドセッション募集を開始予定です．詳細について

は改めてメーリングリストや部門ホームページ等でご案

内いたしますが，11 月下旬までに応募内容を企画委員会

でまとめ，部門運営委員会の承認を経て，セッションの選

定を行う予定です． 

［お願い］ 

2024 年度部門講演会でのオーガナイズドセッション企

画への積極的な応募をお願いいたします．研究方法や対象

等でまとめる従来のスタイルに留まらず，横断的な目標指

向型・課題解決型のセッションや，部門構成員への教育的

セッションなど様々アイディアの企画応募を募集します．

新しい視点を取り入れ，部門をより活性化・発展すべく，

皆様からの多くの企画応募を期待しています． 

 また委員会活動内容について，お気づきの点ご意見を

頂けるようお願いいたします．次年度バイオエンジニン

グ講演会における委員会活動を踏まえ，バイオフロンテ

ィア講演会，年次大会についても，企画委員会による企

画・運営へと今後展開予定ですが，前例のない活動内容

のため，企画委員内で議論しながら手探りの状態で現状

進めております．よりよい委員会活動とするためにも，

忌憚なきご意見賜りますと幸いです． 

 

新設された渉外委員会の活動について 

 

 

慶應義塾大学 理工学部 

    システムデザイン工学科 

 

須藤 亮 

 

 

 今年度から新たに発足した渉外委員会の委員長を務

めさせていただくことになりました．渉外委員会は，旧国

際委員会の役割を引き継ぎつつ，バイオエンジニアリング

部門の対外的な連携全般に関する業務を担当いたします．

海外との連携では，韓国機械学会（KSME）バイオエンジ

ニアリング部門と連携したジョイントシンポジウムや，海

外の研究者を招聘するバイオフロンティアシンポジウム，

4 年おきに開催される World Congress of Biomechanics にお

けるセッションなどの企画を行います．一方，国内に関し

ては，マイクロ・ナノ工学部門，スポーツ工学・ヒューマ

ンダイナミクス（SHD）部門を始めとした日本機械学会の

他部門との連携や，日本循環器学会などの他学会との連携

による企画を行います．今年度に予定している活動内容に

ついて以下にご紹介させていただきます． 

（１）KSME との連携 

JSME と KSME のバイオエンジニアリング部門は，お互

いの国内会議において日本と韓国で交互にジョイントセ

ッションなどを企画して交流を深めることなどを目的と

した MOU（覚書）を交わしています．この覚書は，2013

年 5 月に締結され，3 年ごとに自動更新されており，現在

も継続しています．2023 年は，9 月 3 日から開催される年

次大会の中で Japan-Korea Joint Symposium（9 月 3 日 15:00

～17:00）を企画しています．シンポジウムの冒頭では，

JSME と KSME のバイオエンジニアリング部門の紹介が

行われ，それに続いて JSME および KSME からそれぞれ

2 名の若手研究者が招待講演を行います．KSME からは

Prof. KangJu Lee（Chonnam National University）および Prof. 

Song Ih Ahn（Pusan National University）が講演を行います．

このシンポジウムは SHD 部門とも連携しており，JSME か

らは，Jeonghyun Kim 先生（名古屋大学，バイオエンジニ

アリング部門）および洪性賛先生（筑波大学，SHD 部門）

が講演を行います．KSME バイオエンジニアリング部門に

おける研究について知ることのできる貴重な機会ですの

で是非ご参加いただければ幸いです．また，KSME との連

携を希望される方がいらっしゃいましたら是非お声がけ

ください．今後の連携企画における講演者の選定の際に考

慮させていただきます． 

（２）バイオフロンティアシンポジウム 

バイオフロンティアシンポジウムは，バイオフロンティ

ア講演会と併催する形で 2009 年から行われてきました．

本シンポジウムは，ネイティブスピーカーによる英語講演

に慣れ親しむ機会を日本の学生や若手研究者に提供する

ことですが，海外から研究者を招聘できる貴重な機会です

ので，バイオエンジニアリング部門の先生方との交流を行

い，日本のバイオエンジニアリングコミュニティとのネッ

トワーク形成に活用できるような形で企画していきたい

と考えています．そこで，講演を聴講する機会だけでなく，

シンポジウム前後の日程で大学を訪問する機会なども設

け，関連する先生方と個別に交流することができないかと

検討しています．招聘する研究者に関してご意見をいただ

ければ，渉外委員会の中でリスト化し，今後のイベントで

戦略的に海外研究者を招聘し，部門の皆様に役立つように

企画していきたいと考えています． 

（３）国内での連携 

日本機械学会の他部門との連携としては，マイクロ・ナ

ノ工学部門と連携して，2023 年度年次大会の先端フォー

ラム「小さな機械の最前線～Bio-MEMS/NEMS & バイオ

エンジニアリングの基礎研究から社会実装～」および姉妹

OS「機械工学に基づく細胞アッセイ技術」「マイクロ・ナ

ノ工学とバイオエンジニアリング」が行われます．また，

他学会との連携では，2023 年 6 月のバイオエンジニアリ

ング講演会において日本循環器学会との合同セッション

「循環器医療とバイオエンジニアリング」が開催されまし

た．同様の連携を希望される方がいらっしゃいましたら是

非ご相談ください． 
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以上，簡単ではございますが，新たに発足した渉外委員

会の活動についてご紹介させていただきました．今後もバ

イオエンジニアリング部門の対外的な連携活動を中心に，

部門の皆様の研究活動に資するイベントを企画していき

たいと考えています．部門の皆様のご協力をお願い申し上

げます． 

《連絡先》 

須藤 亮（慶應義塾大学）sudo@sd.keio.ac.jp 
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６．２． 講演会案内 

日本機械学会 2023 年度年次大会 

主 催：（一社）日本機械学会 

後 援：東京都公立大学法人 

開催日：2023 年 9 月 3 日（日）〜 6 日（水） 

会 場： 東京都立大学 南大沢キャンパス 

 （東京都八王子市南大沢１−１） 

ＵＲＬ：https://confit.atlas.jp/guide/event/jsme2023/top 

 

キャッチフレーズ「機械工学の英知を結集しゼロエミッシ

ョン社会を拓く」の下，本年度も東京都立大学において対

面での開催を予定しています． 

当部門では下記のセッションを開催しますことをご案内

申し上げます．また併せてポスターセッションも開催いた

します．年次大会のプログラム等の詳細は，学会ホーム

ページをご参照ください．なお，9 月 3 日（日）には，韓

国機械学会 KSME バイオエンジニアリング部門との連携

シンポジウム，ならびに 4 年ぶりにスポーツ・ヒューマン

ダイナミクス部門およびマイクロ・ナノ工学部門との合同

部門同好会を開催予定です．奮ってご参加くださいますよ

うよろしくお願いいたします． 

 

［部門講演プログラム概要］ 

9 月 3 日（日） 

15:00-17:00 

【W022】 日本 JSME・韓国 KSME ジョイントシンポジウ

ム 

 

9 月 4 日（月） 

9:00-9:30 

【J241】 医工学テクノロジーによる医療福祉機器開発 

9:30-10:30 

【J024】 機械工学に基づく細胞アッセイ技術 

9:40-10:10 

【J112】 ライフサポート 

10:45-12:00 

【J222】マイクロ・ナノ工学とバイオエンジニアリング 

13:00-15:00 

【F021】小さな機械の最前線 

14:45-15:45 

【J162】医療・健康・福祉のためのセンシングおよびロボ

ティクス(1) 

15:15-16:15 

【K221】熱工学へのマイクロナノ技術の導入 

16:00-17:00 

【J162】医療・健康・福祉のためのセンシングおよびロボ

ティクス(2) 

 

9 月 5 日（火） 

13:00-14:00 

【J151】 ロボット・メカトロニクスの機構・制御・応用(1) 

14:15-15:00 

【J151】 ロボット・メカトロニクスの機構・制御・応用(2) 

 

9 月 6 日（水） 

9:00-10:00 

【J025】 バイオマテリアルおよび細胞/組織のプロセス・

力学・強度(1) 

13:00-13:45 

【J025】 バイオマテリアルおよび細胞/組織のプロセス・

力学・強度(2) 

13:00-13:45 

【J022】 衝撃波・超音波の医療・産業応用とその現象解

明(1) 

15:00-16:15 

【S021】 分子・細胞メカニクスとその組織形成・再生医

療応用 

15:00-16:30 

【J021】 流体工学とバイオエンジニアリング 

 

 

［部門同好会］ 

・9 月 3 日（日）19:00~，TUBO CAFE  

（https://www.tubocafe.com/）（学会ホームページで詳細

をご参照ください） 

 

第 12 回 アジア太平洋バイオメカニクス

会議（AP Biomech 2023） 

主 催：Asian-Pacific Association for Biomechanics 

開催日：2023 年 11 月 15 日（水）〜 18 日（土） 

会 場：Kuala Lumpur, Malaysia 

ＵＲＬ：https://apbiomech2023.um.edu.my/ 

 

開催趣旨：本国際会議は Asian-Pacific Association for 

Biomechanics (APAB)が企画し，隔年で開催されます．

APAB には 11 の国と地域が加盟しており，日本からはバ

イオエンジニアリング部門が代表として参加しています．

本会議は，アジア・環太平洋地域諸国においてバイオメカ

ニクス研究を推進している研究者や学生に対し，最新の研

究情報の交換や，今後の研究展開について議論する場を提

供することを目的としています．本会議は，アジア・環太

平洋地域におけるバイオメカニクス分野の先導的役割を

担っており，また同時に，将来の継続的な発展を見据え，

次世代を担う若手研究者の育成にも重要な役割を果たし

ています． 

Plenary 講演・Keynote 講演 

Prof. Fong-Chin Su (National Cheng Kung University) 

Prof. Taiji Adachi (Kyoto University) 

Prof. Peter Lee (University of Melbourne) 

Prof. Andi Isra Mahyuddin (Institut Teknologi Bandung) 

参加登録費：一般（早期割引 USD 450／ USD 500） 

／学生（早期割引 USD 250／ USD 280） 

演題申込締切：2023 年 7 月 16 日（日） 

参加登録締切：2023 年 8 月 31 日（木）（早期割引） 

2023 年 11 月 1 日（水） 

https://www.tubocafe.com/
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問合せ先：APAB Treasurer 石川拓司／〒980-8579 仙台市

青葉区荒巻字青葉 6-6-01／東北大学大学院医工学研究科

／E-mail t.ishikawa@tohoku.ac.jp 

 

第 34 回バイオフロンティア講演会 

主 催：日本機械学会バイオエンジニアリング部門 

開催日：2023 年 12 月 17 日（土）〜18 日（日） 

会 場： 山口大学常盤キャンパス（宇部市） 

ＵＲＬ：https://www.jsme.or.jp/conference/biofrconf23/ 

 

開催趣旨：日本機械学会第 34 回バイオフロンティア講演

会は，山口大学常盤キャンパスにて，前回（第 33 回）に

引き続き 12 月に講演会形式で開催いたします．山口大学

での開催は 2004 年以来 19 年ぶりとなります．バイオフロ

ンティア講演会は，バイオエンジニアリングに関わる研究

を行っている若手研究者および大学院生を中心として，さ

らにベテランの研究者が一堂に会し，独自の発想に基づい

たアイディアなども気軽に提示し合う柔軟で自由闊達な

雰囲気の講演会を目指しています．講演募集分野はバイオ

エンジニアリングに関する全分野とし，工学のみならず，

臨床医学・歯学，理学，農学，獣医学にまたがる様々な研

究を募集対象と致します．本講演会において優れた講演を

行った若手会員に対しては，優れた講演を行った若手会員

を「バイオエンジニアリング部門若手優秀講演表彰」とし

て表彰し，その中から数名を「日本機械学会若手優秀講演

フェロー賞」に推薦します．4 年ぶりに懇親会も開催する

予定にしておりますので，是非多くの皆様にご参加頂きま

すようお願い申し上げます． 

参加登録費：正員 8,000 円／会員外 18,000 円／正員（博

士後期課程在籍者）3,000 円／学生員 3,000 円／会員外

（学生）6,000 円／特別員 8,000 円 

スケジュール：演題登録締切 2023 年 9 月 11 日／講演原

稿提出締切 2023 年 11 月 3 日／参加登録締切 2023 年 11

月 30 日 

問合せ先：第 34 回バイオフロンティア講演会 実行委員会

事務局／〒755-8611 山口県宇部市常盤台 2-16-1／山口大

学大学院創成科学研究科機械工学系専攻内／ E-

mail:biofroconf23@jsme.or.jp 

 

第 36 回バイオエンジニアリング講演会 

主 催：第 36 回バイオエンジニアリング講演会 

開催日：2024 年 5 月 11 日（土）〜12 日（日） 

会 場： 名古屋工業大学（名古屋市昭和区御器所） 

ＵＲＬ：https://www.jsme.or.jp/conference/bioconf24/ 

 

開催趣旨：本講演会は 1988 年度より交互に開催されてい

たバイオメカニクスカンファレンスとバイオエンジニア

リングシンポジウムを 1997 年度に統一して始まりまし 

た．その後のバイオエンジニアリングの発達はめざましく，

医療・福祉やバイオ産業のみならず，メカノバイオロ ジー

などの基礎科学へも大きく貢献することが期待されてお

ります．今回の講演会では，第 35 回バイオエンジニアリ

ング講演会を踏襲して，シンポジウム形式の OS（organized 

session）を用意すると共に，より多くの人に口演いただけ

るような GS（general session）も企画することを考えてい

ます．ポスターセッションは引き続き実施し，活発な議論

や情報交換ができる場を提供致します． 

一般ポスターセッション：筋骨格系のバイオメカニクス 

／硬組織のバイオメカニクス／呼吸器系のバイオメカニ 

クス／循環器系のバイオメカニクス／再生医療・ティッ 

シュエンジニアリング／軟組織のバイオメカニクス／細 

胞・分子のバイオメカニクス・メカノバイオロジー／衝 

撃・衝突のバイオメカニクス／スポーツバイオメカニク 

ス／生体熱現象・熱解析／生体計測／自然界のバイオメ 

カニクス／バイオミメティクス／バイオマテリアル／バ 

イオロボティクス／バイオ MEMS・ナノテクノロジー／ 

福祉工学／人工臓器／臨床のバイオエンジニアリング・ 

医療機器／その他 

 

問合せ先：第 36 回バイオエンジニアリング講演会事務局 

実行委員長 中村匡徳，幹事 杉田修啓，氏原嘉洋 ／〒

466-8555 名古屋市昭和区御器所／名古屋工業大学電気・

機械工学科／E-mail: bioconf24@jsme.or.jp 
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６．３ 講演会報告 

第 33 回バイオフロンティア講演会を終えて 

 

実行委員長 今井 陽介（神戸大学） 

 

開催日：2022 年 12 月 17 日（土），18 日（日） 

会 場：神戸大学 六甲台第二キャンパス 

 

バイオフロンティア講演会は，2019 年の霧島を最後に

その後オンライン開催が続いていましたが，この度，第 33

回バイオフロンティア講演会を神戸大学六甲台第二キャ

ンパスにて，3 年ぶりに現地開催することができました．

まだまだ新型コロナウィルスが収束しているとは言えな

い状況でしたが，非常に多くの方にご参加いただき，参加

登録者数 329 名，発表件数 201 件の盛大な講演会とするこ

とができました．皆様に深く御礼申し上げます． 

バイオフロンティア講演会の準備を本格的に始めたの

は，神戸大学でも全面的に対面授業を再開した 2022 年の

4 月でした．朝，学生たちが教室棟に向かってぞろぞろ歩

き，昼には食堂の前に列を作る．パソコンの画面に向かっ

て話をするのではなく，学生に向かって話をする．当たり

前のことを嬉しく思いました．やはり授業も学会もこうで

なくては面白くないと思い，バイオフロンティア講演会は

オンラインなしの現地開催にこだわることにしました． 

本講演会では，博士後期課程の学生を対象とする新しい

企画として，「博士学生によるオーガナイズドセッション」

を実施することにしました．このオーガナイザーを横山優

花さん（京大），伊藤愛さん（名工大），豊原涼太さん（北

大），福手淳平さん（京大），前田修作さん（阪大）に引き

受けていただきました．本来，オーガナイズドセッション

の目的は，既存の枠に収まらない新しい研究分野を開拓す

ることにあると思います．自分自身の枠さえも作りかけの

博士学生がどのようなセッションを企画するのか，非常に

楽しみでした．彼女たちが企画した「引き算のバイオエン

ジニアリング―要素抽出でデザインする形と機能」は，近

隣分野の最先端の研究をヒントにして，我々に新しい視点

を提供するとともに，バイオメカニクスの原点に帰るよう

な示唆に富んだセッションだったと思います． 

また，博士後期課程学生を対象とするもう一つの企画と

して，「博士学生による招待講演」を実施しました。我こ

そはという博士後期課程の学生の皆さんに自らを推薦し

てもらい，実行委員会の審査を経て，李泓翰さん（阪大），

横山優花さん（京大），森川健太郎さん（京大），谷口靖憲

さん（早大），小川拓海さん（東北大），図所優羽さん（都

立大）に招待講演をお願いしました．発表 20 分，質疑応

答 10 分の少し長い講演時間だったので，いつもよりゆっ

くりと説明し，より深く議論していただけたのではないか

と思います． 

博士学生に向けた企画以外にも，「機械学習とバイオエ

ンジニアリング（安西眸先生（東北大），長谷川洋介先生

（東大））」，「進化・適応とバイオエンジニアリング（氏原

嘉洋先生（名工大））」，「熱力学とバイオエンジニアリング

（越山顕一朗先生（徳島大））」など少し尖ったオーガナイ

ズドセッションや，国際委員会企画のバイオフロンティア

シンポジウム，出藍会企画のランチョンセッション「どう

すれば機械系の学科で，バイオの研究室が人気になるのか」

を実施しました．また，前回講演会に引き続き，若手に対

する講演表彰として，「バイオエンジニアリング部門若手

優秀講演表彰」を設定し，159 名の対象者の中から 20 名

を選出し表彰しました． 

 新型コロナウィルスの行方が見えない状況であったた

め，懇親会を企画することはできませんでしたが，神戸コ

ンベンションビューロー様から神戸ワインを提供いただ

き，表彰式・閉会式の前に，短い時間ながらも懇親の場を

設けることができました．最後は，坂本二郎先生（金沢大）

を中心に，佐藤克也先生（徳島大）と田原大輔先生（龍谷

大）を両翼として，万歳三唱で閉会いたしました． 

 最後になりますが，私の気ままな企画・運営に付き合っ

てくれた実行委員会のメンバー，石田駿一先生（幹事，神

戸大），大谷智仁先生（幹事補佐，阪大），松永大樹先生（幹

事補佐，阪大），武石直樹先生（バイオフロンティアシン

ポジウム担当，阪大），重松大樹先生（もしものときのオ

ンライン担当，阪大），亀尾佳貴先生（表彰担当，京大），

牧功一郎先生（表彰担当，京大），竹田宏典さん（アルバ

イト担当，神戸大）に感謝します．ご覧の通り，Yamaguchi 

Medal の受賞者が 4 名もいる贅沢な実行委員会でした．バ

イオエンジニアリングの新しい世界を現在進行形で開拓

している彼らの時間を使わせてもらったことをありがた

く思います．第 34 回バイオフロンティア講演会は山口大

学で開催されます．奮ってご参加いただけますようお願い

申し上げます． 

 

バイオエンジニアリング部門若手優秀講演表彰 

前田修作（阪大），李佳龍（阪大），上野晴奈（八戸高専），

西田暁（都立大），長谷川智哉（東工大），八竹遼（神戸大），

前山公平（神戸大），水口蒼紫（名大），忠政飛太（徳島大），

藤村匠（慶應大），松本拓（神戸大），所文哉（阪大），柴

田空太郎（名工大），井上晴太（兵庫県大），内山有紀（都

立大），福山裕人（名城大），小枝大桃（千葉大），篠川晃

佑（名大），丸山泰星（都立大），大内良平（慶應大）． 

 

 

 

第 35 回バイオエンジニアリング講演会を
終えて 

実行委員長 石川 拓司（東北大学） 

 

開催日：2023 年 6 月 3 日（土）〜4 日（日） 

会 場：日立システムズホール仙台 

 

第 35 回バイオエンジニアリング講演会は，実に 3 年ぶ

りにコロナ禍の影響を受けずに実施でき，研究交流会（懇

親会）も久しぶりに対面で開催できました．講演数は OS

で 46 件，ポスターは 170 件となり，参加者は 340 名以上

となりました．多くの方々にご参加いただき，心より御礼

申し上げます． 
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講演会を対面で実施できるようになったものの，コロナ

禍で培ったオンラインのメリットも生かしたいとの部門

の要望もあり，本講演会はハイブリッドで開催しました．

実際のところ，オンラインでの参加者は 10 名程度と少な

いものでした．費用対効果が見合わないとのご意見もあり

ましたが，さまざまなライフイベントを抱える多様な部門

メンバーに講演会参加への扉を開いておきたい，との部門

の意思表示であったと思います． 

OS を企画する際には，本部門の研究領域全体を網羅で

きるよう，基礎研究から臨床応用まで，細胞から臓器，ス

ポーツ，自然，計測，デバイスに至るまで，幅広いトピッ

クスを散りばめました．特徴的であったのは，３つの学術

変革領域が最先端サイエンスを紹介するOSを企画したこ

とです．また，臨床応用および他学会との連携として，日

本循環器学会と日本臨床バイオメカニクス学会との合同

OS が企画されました．この他にも，公募および実行委員

会から依頼して企画した OS が多数ありました．OS オー

ガナイザーの皆様，および招待講演者の皆様のご協力に御

礼申し上げます． 

優秀なポスター発表に対し，Outstanding Presentation 表

彰を行いました．170 件のポスター発表の内，約 120 件が

表彰に応募してくれました．多くの応募は大変ありがたい

ことなのですが，1 人の審査委員が 5 件のポスターを審査

し，1 つのポスターを 3 名で審査するとなると，計 72 名

もの審査委員が必要となります．この人数を確保するのは

非常に困難であり，また，審査委員の方々も他のいろいろ

なポスターを見たいはずです．そこで，本講演会では，機

械学会正員（博士学生を含む）の皆様に投票していただき，

その結果に重きを置いて選賞することにしました． 多く

の方から投票いただき，12 名の受賞者を無事に選ぶこと

ができました．最終日の表彰式にて受賞者の表彰を行い，

仙台ゆかりの副賞をお渡ししました． 

ポスター会場に併設する形で，7 つの機器展示ブースを

設置しました．参加者の皆様には，飲み物やお菓子をつま

みながら，機器展示ブースで談笑いただきました．また，

機器展示の他に，7 つの広告を出していただきました．こ

れらのサポートなしに，講演会の収支は成立しませんでし

た．仙台市をはじめ，多くの企業や団体の皆様にサポート

いただきましたこと，御礼申し上げます． 

会場周辺にレストランが少ないため，本講演会ではお昼

時に参加者全員に軽食を配布することにしました．２つの

おむすびの内の 1 つは牛タンしぐれとし，仙台の味をお楽

しみいただきました．また，初日はずんだ饅頭，2 日目は

笹かまぼこもお楽しみいただきました．参加者の皆様にと

って，仙台のよい思い出になればと思います． 

初日の夜には，会場のレストランにて研究交流会（懇親

会）を開催しました．コロナ禍のため長らく開催できてお

らず，実に 3 年ぶりの開催となりました．仙台での開催で

したので，部門を牽引して下さった東北大学名誉教授の佐

藤正明先生，山口隆美先生，和田仁先生の 3 名をご招待し，

研究交流会参加者の皆様と親睦を深めていただきました

（下写真）．最後は，山口隆美先生と佐藤克也先生の掛け

声で万歳三唱をし，部門恒例のお開きとなりました． 

 

今回の講演会場はコンサート会場であったため，スク

リーンやプロジェクター，ネット環境など，多くを実行委

員会で設営せねばなりませんでした．これらは実行委員会

幹事の菊地謙次先生の多大なご尽力により実現できまし

た．本当にありがとうございました．また，講演会 HP や

web システム，プログラム作成などを大森俊宏先生に，受

付や表彰を沼山恵子先生に，その他多くの仕事を研究室メ

ンバーに手伝っていただきました．この他にも，多くの

方々に本講演会を支えていただきました．心から御礼申し

上げます． 

 

Outstanding Presentation 表彰 

高木勝義（名工大），今西直（京大） 

寺西亜生（金沢大），矢ヶ崎怜（金沢大） 

横山優花（京都大学）,奥野拓（農工大） 

黒田春也（金沢大），森川健太郎（京大） 

アルベスエレン（阪大），岩田佑次郎（東北大） 

浜谷昌大（弘前大），阿部結奈（都立大） 
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６．４ 部門賞  

 

功績賞を受賞して 
 

松本 健郎  

 

名古屋大学 

未来社会創造機構 

予防早期医療創成セン

ター 

 

 

私が生体工学の道に進むきっかけとなったのは，２冊の

本，北海道大学に日本で最初の生体工学専攻を創設された

吉本千禎先生（故人）の『指で聴く』と，人工心臓の大家

である東京大学・医用電子研究施設の渥美和彦先生（故人）

の『人工臓器』に出会ったことでした．丁度，大学２年の

頃，進学先に悩んでいた時に，工学技術で生命現象を代替

するという概念にすっかりシビれた私は，工学部でありな

がら人工臓器の研究ができる精密機械工学科に進学する

ことにしました．卒業研究では当時，首までドップリ浸か

っていたオーケストラを４年の終りまで続けるため，でき

たばかりのヒマそうな金属材料系研究室を第２志望に書

いたために，第１志望の研究室には進めませんでしたが，

夏の大学院修士課程の入試ではそれまでしたことがない

くらい一所懸命勉強し，無事に医用精密工学講座／舟久保

熙康教授（故人）・土肥健純助教授の研究室に進学するこ

とができました．当時，着任したばかり，新進気鋭の土肥

先生は「これから生体工学を研究するんなら動物手術くら

いできなきゃだめだよ」と仰り，畜産獣医学科の『家畜外

科学実習』の履修の手配をして下さいました．こうして半

年間，外科手術の基礎を習ったことが，その後，どれだけ

役に立ったか判りません（因みにその頃，研究室の私の席

の向かいには牛田多加志先生，その隣には佐久間一郎先生

が座っておられました）．このような恩を受けながら，私

は吉本先生の本で知り，学会で訪問して惚れ込んだ北大の

生体工学専攻・博士課程に進んでしまいました．これを快

く認めて下さった点でも舟久保先生・土肥先生には深く感

謝しております．北大では応用電気研究所（現・電子科学

研究所）・生体制御部門におられた工学系の人工心臓の

ホープ，三田村好矩助教授の下，イヌに補助人工心臓を装

着し，その効果を見る実験に没頭しました．三田村先生に

は，研究の進め方のみならず，学生を優しくもしっかり指

導する方法や，未知の世界に気軽に飛び込むことの重要さ

など，様々なことを教えて頂きました．今に繋がる研究者

の基本姿勢を教えて頂いたと感じております． 

博士号収得後は，当時，応用電気研究所に着任されたば

かりの林紘三郎教授（故人）に助手として採用して頂き，

血管のバイオメカニクスの研究を開始しました．当初，「血

管をやらんか」のお言葉を頂いた際には，心臓に比べ単純

で受動的な管の硬い・軟らかいを調べて何が面白いのかと

思いました．しかし実際初めてみると，教授との真摯な議

論の甲斐もあって，形状が単純なためかなり定量的な解析

が行え，実は能動的でもあり，微視的にも十分複雑である

ことに思い至り，35 年間も研究を続けることとなりまし

た．また，林先生には研究を戦略的に進めることの重要性

についても多くを学ばせて頂きましたし，米国・ジョージ

ア工科大学のロバート・M・ネレム教授（故人）を紹介頂

き，文部省（当時）の在外研究員として 10 ヶ月間，アト

ランタにて夢のような時間を過ごすことができました．ま

た，この時に細胞培養について基本手技をマスターするこ

とができ，その後の細胞のバイオメカニクス研究への足が

かりができました．その後，縁あって東北大の佐藤正明先

生の下で講師・助教授をさせて頂きました．佐藤研ではの

びのびと過ごさせて頂き，現在の研究に繋がる重要なアイ

ディアを幾つか思い付くことができました．それまでアイ

ディアは自分を極限状態に追い込まないと得られないと

信じていた私には新鮮な体験でした．また，佐藤先生から

は場の雰囲気を保って研究を進めることの重要性，人との

繋がりを保つことの大切さを事ある毎に学ばせて頂いた

気が致します．その後，名古屋工業大学で 14 年，名古屋

大学で７年教授を拝命し，現在に至っております．この間，

北大では山本憲隆（現・立命館大），内貴猛（現・岡山理

大），東北大では片岡則之（現・日大），大橋俊朗（現・北

大），加藤陽子（現・東北学院大），坂元尚哉（現・都立大），

名工大では長山和亮（現・茨城大），田村篤敬（現・鳥取

大），杉田修啓，名大では，村瀬晃平（現・阪大）を始め

とする多くの先生方に大変お世話になりました． 

今回，功績賞を頂きましたのは，以上述べてきたように，

私一人の力による部分は小さく，この世界に私を導いて下

さいました多くの先生方と共同研究者の皆様，そして，教

授の語る怪しげな夢を日々形にしてくれている研究室の

スタッフならびに学生諸君のお蔭です．この場をお借りし

て，皆様に深く御礼申し上げます． 

 

どうもありがとうございました． 
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 業績賞を受賞して 

 

石川 拓司 

 

東北大学大学院 

医工学研究科 

教授 

 

 

この度は，バイオエンジニアリング部門業績賞を賜り，

身に余る光栄に思っております．これまでの業績は，もち

ろん私ひとりの力で積み重ねてきたものではなく，恩師の

皆様のご指導や，同僚の皆様の多大なるご協力，学生の皆

さんの頑張り，共同研究者や本部門の先生方の支えによる

ものです．心から御礼申し上げます． 

 私がバイオメカニクスの道を志すきっかけを作ってく

ださったのは，学生時代を過ごした東京工業大学の山根隆

一郎先生でした．山根研は大型風洞や水槽を建屋内に持つ

流体力学の研究室でした．当初，私は航空宇宙技術に興味

があり，山根研で行っていた超音速流れの研究をしたいと

希望していました．と同時に，博士後期課程に進学してア

カデミックの道に進むことも心に決めていました．その希

望を山根先生に伝えたところ，山根先生から意外な言葉が

返ってきました．「石川君，これからはバイオの時代が来

るから，生体流体をやりなさい．」当初は想像もしていな

い研究であったため戸惑いましたが，経験豊富な山根先生

が勧めて下さるのならやってみよう，との思いで動脈狭窄

部を通る血流の数値シミュレーションを始めました．私が

バイオメカニクスの世界に入るきっかけを作ってくださ

った山根先生の先見性に，感謝の日々です． 

 学位を取った後は，福井大学の立花規良先生と川端信義

先生の研究室にて助教・助教授時代を過ごしました．高分

子溶液のレオロジーやトンネル火災などの熱流体力学を

学びながら，細々と血流解析を続けていました．転機とな

ったのは，海外特別研究員としてケンブリッジ大学に留学

する機会を得たことでした．血流や呼吸などの生体流れで

有名であったペドレー教授のお世話になり，2 年間をイギ

リスで過ごしました．ペドレー教授に血流の研究をしたい

と告げたところ，意外な言葉が返ってきました．「拓司，

新しい生物流れをやった方が良い，微生物はどうだ（おお

よその和訳です）」当初は微生物の生物流体を研究してい

る日本人は少なく，心配ではありましたが，経験豊富なペ

ドレー先生が勧めて下さるのならやってみよう，との思い

で微生物遊泳の数値シミュレーションを始めました．これ

が後に自分の研究の柱になるとは，当時の私は想像もして

いませんでした．また，ペドレー先生には研究のみならず，

学科運営や学会運営，ジャーナル編集などの哲学について

も教えていただきました．「年寄りの役割は若者を励ます

ことだ」とのお考えで，私も何度も励ましていただきまし

た．心より感謝しております． 

 その後，東北大学へと異動し，本部門で活躍された山口

隆美先生の研究室で准教授となりました．山口先生は医師

でもあったため，医学の基礎や，生理・病理流れについて

ご指導いただきました．医師との関わり方や，医工学研究

の進め方も教えていただきました．山口研では人体を対象

とした研究を行っていましたが，私は微生物の研究も続け

たいと希望していました．山口先生にその希望を告げたと

ころ，意外な言葉が返ってきました．「石川君，微生物の

研究の方が科学の本流ではないか．思いっきりやりなさ

い．」この言葉は，本部門で微生物の研究を続けるうえで

大きな励みとなりました．山口先生のご指導と励ましに心

から御礼申し上げます． 

私は山口先生の研究室を継ぐ形で，東北大学に研究室を

持ちました．現在は，菊地謙次先生や大森俊宏先生などの

同僚の方々や，実際に研究を頑張ってくれている学生の皆

さん，卒業生の皆さん，共同研究者の皆様などに支えられ

て研究を続けております．私と一緒に研究をして下さった

多くの方々に，心から感謝申し上げます．業績賞の名に恥

じぬよう，引き続き楽しみながら研究を続けていきたいと

思っております．今後ともご指導ご鞭撻の程，宜しくお願

い申し上げます． 
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瀬口賞を受賞して 
 

大谷 智仁 

 

大阪大学 

大学院基礎工学研究科 

機能創成専攻 

生体工学領域 

准教授 

 

 

この度は栄誉ある瀬口賞を受賞し，大変光栄に思います．

瀬口研究室の最後の学生の一人である和田成生先生（阪大）

の指導の下で学位を取得し，瀬口研究室の最後の助手だっ

た田中正夫先生（香川高専）の研究室で最後の助教を務め

た身として，瀬口賞は格別の意義を持つものでした．学部

から博士課程まで一貫して和田先生に師事し，また，助教

時代には田中先生と共同で複数の研究課題に取り組んで

きましたが，思い返すと，研究の方向性や手法をトップダ

ウンで指示されることが（特に博士進学以降）ほぼ無く，

むしろ先生方の想定外の成果を出すことを待って頂いて

いたように思います．一方で，大学人としての規律や品格

について厳しくご指導を頂きましたが，これらが十分身に

着いたか甚だ心許なく，恐縮する限りです． 

さて，これまで医工学の実問題を対象に，数値計算を主

な道具として研究に取り組んできました．折々にお世話に

なった主な先生方への感謝を中心に，自身の研究の流れに

ついて説明の機会を頂ければと思います． 

学部生のときに和田研究室に配属され，当時阪大の特任

准教授だった中村匡徳先生（名工大）に師事して脳血流の

数値計算を始めました．中村先生には，研究の始め方から

まとめ方（英文誌掲載）までの一連のプロセスを教えて頂

きましたが，1 年でご栄転され，私が M1 の冬，伊井仁志

先生（都立大）が和田研究室の助教に着任されました．着

任してすぐ，「研究の細かいことはいいから，自分の背中

を見て学んでほしい」との若さ溢れるお言葉を頂き，この

言葉通り，場の方程式や離散式の読み方・考え方といった，

個別の研究に限定されない汎用的な計算科学の概念を伝

授頂きました． 

一方で博士課程では，修士課程までの血流計算に限界を

感じ，血管内治療と絡めて，弾性はりの大たわみ・接触解

析に大きく研究の方向性を変えました（3 次元固体より，

はりのほうが簡単かと思っていましたが勘違いでした）．

そんな折に，当時研究室の誰とも面識のなかった Johns 

Hopkins大学医学部の足利洋志先生から左心房の血流計算

の話を頂き，D2 の冬から 7 か月程度渡米し，医用画像か

らの左心房の動態推定や血流の数値計算のフレームを開

発しました．工学系のスタッフが自分以外におらず，手法

の選択・開発やエラーを一人で対応する必要があり，また，

所属キャンパス内で発砲事件が起きたり，大規模な暴動で

キャンパスが閉鎖したりと逆境も多かったですが，海外の

病院で研究計画を立案・実行する貴重な経験になりました．  

学位取得後，田中研究室に助教として採用頂き，田中先

生のご専門である数理最適設計の研究に参画しました．最

初は多忙な田中先生の代理での学生指導に迫られてでし

たが，やってみると面白く，田中先生の威を借りて最適設

計の研究会に参加し，変分法に基づく逆問題（構造最適化・

最適制御）に取り組み始めました．このとき初めて数値計

算の裏にある数理体系に触れ，学生の頃から取り組んでき

た研究の全てが，医工学の実問題を対象としつつも，場の

方程式を用いた適当な系（システム）の現象理解・制御問

題と帰着できることを実感できました．やっと機械系の工

学者としての自分の軸足を認識できたところで，和田先生

に今度はスタッフとして採用頂き，現在に至ります． 

上記は直接研究に関連する先生方を挙げましたが，学生

時代には，越山顕一朗先生（徳大）から研究者としての批

判的思考法を，宮崎浩先生（藍野大）や世良俊博先生（東

理大）から実験研究の考え方・進め方をご教示頂きました．

出口真次先生（阪大）には，同時期に阪大に着任した縁で

議論の機会を多く頂き，その中で生物・医学に対する数値

計算のデザインや研究のまとめ方を整理できました．また，

氏原嘉洋先生（名工大）には，学部生の頃から現在，今後

に至るまで，メンターとしてお世話になり続ける所存です． 

本部門の多くの先生方，諸先輩方に大変お世話になって

きましたが，紙面の制約でお名前を挙げられない点をお詫

び申し上げます．特に，若手による次世代戦略委員会（次

世代委員会）には，1 年のインターバルを挟みつつ，発足

年度から昨年度まで長く在籍し，最後の 2 年は委員長まで

経験させて頂きました．それぞれの分野で活躍される同年

代の先生方との交流を通じて，自身の研究の長期的な方向

性や，研究者として何をライフワークとするかを考え始め

るきっかけを得られました．今後はこれまでの研究を土台

としつつ，医工学の実問題を対象とする工学者として，本

部門および社会一般により大きな意義のある研究・教育を

進めていきたく，今後ともご指導を頂けますと幸甚です． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



28 

 

 

文部科学大臣表彰 
若手科学者賞を受賞して 

 

吉野 大輔 

 

東京農工大学 

大学院工学研究院 

先端物理工学部門 

准教授 

 

この度，日本機械学会からの推薦により令和 5 年度文部

科学大臣表彰若手科学者賞を賜ることができました．ご推

薦くださったバイオエンジニアリング部門関係者の皆様

および日本機械学会表彰部会の皆様に心より御礼申し上

げます．今回受賞できましたのは部門の多くの先生方のお

力添えや，共同研究者の方々，学生の皆さんのご支援とご

協力のおかげであり，深く感謝しております． 

今回，賞を頂いた内容は「生体応答を応用した医療技術

の設計開発に関する研究」です．私は、“ヒトにやさしい

医療技術”の開発研究に一貫して取り組んできました．細

胞レベルで疾患メカニズムを明らかにする基礎研究から、

基礎研究の結果を医療技術にフィードバックする社会実

装を見据えた開発研究を対象としており、この一連の流れ

を一つの領域として提案したことが評価されたものと思

います． 

この記事のお話をいただいた際に、過去の先生方の記事

を再度確認し、通常であれば自身の経歴などを書くものと

思いました。しかしながら、一昨年度に瀬口賞を賜った際

にこれまでの私の経歴とエピソードを執筆させていただ

いたばかりです。また同じ話を書いても“芸がない”とお

叱りを受けるかと思いますので、最近の話をさせていただ

きます。最近の私自身の主な話題は、テニュア取得、研究

室の急拡大、ベンチャー企業への参画と起業への葛藤です。 

昨年 10 月に晴れてテニュアトラックを終了し、同年 11

月より所属している東京農工大学のテニュア教員となる

ことができました。しかしながら、テニュアトラック期間

中の論文業績、研究費獲得、その他諸々のプレッシャーに

曝されたことが原因か、白髪も増え、体調も思わしくない

日が多くなりました。加齢の影響もあるとはいえ、体調は

いまだに悪くなることも多く、用心に越したことはないと

定期的にかかりつけ医の先生に診察をしてもらっていま

す。 

テニュアトラック期間中から学生に非常に恵まれたこ

ともあり、約 3 割の所属学生が博士課程に進学あるいはそ

の意思を示してくれる状況です。ただ研究室所属学生数は

年々増え続け、学部 3 年生が配属されると 20 名となりま

す。教員 1 名で研究指導に加えて学生が満足に研究するこ

とができる予算を獲得するのは、既に限界を超えておりま

す。研究室への運営費配分も昨今の電気代高騰等でほぼゼ

ロに等しく、常に赤字清算といった健全な財政状況とは言

い難い状況です。“積極的赤字財政”と学生たちには誤魔

化してはおりますが、あまり良い状況ではないのは確かで

す。そのため、月１〜2 本のペースで研究費申請を行い、

安定した予算獲得を目指しております（実情は採択率 10%

ちょっとでかなり低いです）。 

テニュア取得の少し前から、モルミル株式会社という奈

良県立医科大学、徳島大学、産業技術総合研究所発のベン

チャー企業に科学顧問としても参画し、主に創薬分野にお

いてこれまでの工学的知見の立場から研究開発の支援を

しております。一方で、これまで自身の研究で開発を進め

てきた医療機器、実験系、あるいは共同研究者・企業から

依頼を受けて制作した機器・システム類の設計・試作につ

いて、研究室で実施することに限界を感じ始めております。

特に企業からの依頼については、大学の研究室として開発

した機器・システムを販売することが難しいということで、

自身で設計・開発の会社を起業しなければならないか？と

いった悩みを抱えている状況です。大学が利潤を追求する

活動をできると良いのですが、そうもいきません。妙案が

ある方がおりましたらご一報くださると幸いです。 

長々と書いてきましたが、そろそろお読みいただいてい

る方々も飽きてきた頃合いかと思いますのでまとめます。

大学教員としては数多くの研究者の輩出、研究者としては

“誰が聞いてもおもしろい”自分独自の研究を数多く創出、

技術者としては研究成果を社会実装する場の実現を目指

し、日々精進したいと思います（身体にはガタがきていま

すが・・・）。今回の受賞を励みとして，研究活動・教育

活動に一層励んでまいりますので，ご指導ご鞭撻のほど，

何卒よろしくお願い致します. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29 

2022 年度日本機械学会賞受賞者一覧（バイオエンジ

ニアリング部門関連分） 
 

・日本機械学会賞（論文） 
 

Analysis of membrane structure of the inner ear motor 

protein prestin by force spectroscopy 

Journal of Biomechanical Science and Engineering 第 16 巻 

3 号（ 2021 年 9 月掲載）,21-00125 

村越道生（金沢大学） 

和田仁（東北文化学園大学（現 東北大学名誉教授， 

東北文化学園大学名誉教授） 
 
 

・日本機械学会奨励賞（研究） 

非侵襲イオン濃度トモグラフィックイメージングに 

よるイオンチャネル評価技術の研究 

川嶋大介（千葉大学） 

安静姿勢の快適性に関するバイオメカニクス的 

モデリングの研究 

倉元昭季（東京工業大学） 

マイクロ加工技術を用いた３次元組織構築および 

灌流培養システムの研究 

趙炳郁（東京大学） 

昆虫嗅覚と機械を融合したバイオハイブリッド匂い 

センサ・匂い源探索技術の研究 

照月大悟（東北大学） 

外有毛細胞と感覚上皮を模倣した MEMS 人工内耳の 

能動的共振制御と聴神経刺激の研究 

山崎嘉己（大阪大学） 

 

 

 

2023 年度バイオエンジニアリング部門＜功績賞，業績賞，瀬

口賞＞候補者の募集 

本部門ではバイオエンジニアリング分野における研究，

教育，技術の発展を図るため，功績賞，業績賞，瀬口賞と

いう 3 種類の部門賞を設けています．本年度の部門賞の候

補者を下記の要領で募集いたします．多数のご応募をお願

い申し上げます．  

１．対象となる業績及び受賞者の資格 

・功績賞：部門に関連する学術，教育，出版，国際交流

などの分野で当部門の発展に寄与した個人に贈られる．受

賞者は原則として日本機械学会会員とする．  

・業績賞：前年度末までに発表されたバイオエンジニア

リング関連の研究及び技術の中で優秀と認められる業績

を挙げた個人に贈られる．受賞者は原則として日本機械学

会会員とする．  

 ・瀬口賞：本部門の創設に尽力された故瀬口靖幸博士

（元大阪大学教授）のご功績を記念して設けられた，若手

研究者に対する賞であり，前年度末までに発表された研究

の中で優秀と認められ，かつ今後バイオエンジニアリング

部門の発展に寄与することが期待される個人に贈られる．

受賞者は原則として日本機械学会会員とし，研究発表時に

35 歳以下とする． 

２．表彰方法及び時期 

選賞委員会において審査のうえ，第 36 回バイオエンジ

ニアリング講演会において表彰する． 

３．募集方法 

公募によるものとし，自薦，他薦いずれも可とする．   

４．提出書類 

 ・功績賞 

自薦の場合： (1)応募書［A4 判用紙 1 枚に，①応募者

氏名・略歴，②応募者所属・職または身分・連絡先を明記

したもの］，(2)応募の基礎となる業績リスト及び 800 字程

度の業績概要 

他薦の場合： (1)推薦書［A4 判用紙 1 枚に，①推薦者氏

名，②推薦者所属・連絡先，③被推薦者氏名・略歴，④被

推薦者所属・職または身分・連絡先，⑤400 字程度の推薦

理由を明記したもの］，(2)推薦の基礎となる業績リスト． 

・業績賞，瀬口賞 

自薦の場合：(1)応募書［A4 判用紙 1 枚に，①応募者氏

名・略歴（瀬口賞の場合は生年月日を明記），②応募者所

属・職または身分・連絡先を明記したもの］，(2)応募の基

礎となる研究業績リスト及び 800 字程度（瀬口賞の場合は

400 字程度）の業績概要，(3)同リスト中の主要論文の別刷

またはコピー（4 点以内）． 

他薦の場合： (1)推薦書［A4 判用紙 1 枚に，①推薦者氏

名，②推薦者所属・連絡先，③被推薦者氏名・略歴（瀬口

賞の場合は生年月日を明記），④被推薦者所属・職または

身分・連絡先，⑤200 字程度の推薦理由を明記したもの］，

(2)推薦の基礎となる研究業績リスト及び 800 字程度（瀬

口賞の場合は 400 字程度）の業績概要，(3)同リスト中の主

要論文の別刷またはコピー（4 点以内）． 

いずれの場合も PDF 化した書類，資料をまとめて電子

的に提出することを推奨しています． 

５．提出締切日  2023 年 12 月 18 日（月）  

６．提出先     bio@jsme.or.jp  

（参考郵送先）〒162-0814 東京都新宿区新小川町４番１号 

KDX 飯田橋スクエア２階／日本機械学会バイオエンジ

ニアリング部門宛／電話 03-4335-7610（代表）  

７．問合せ先   バイオエンジニアリング部門総務委員長

／東藤 正浩（北海道大学）／電話 011-706-6404／E-mail  

todoh@eng.hokudai.ac.jp 
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６．５ 企画委員会だより 

 

企画委員会委員長  坂元 尚哉（東京都立大学） 

 同幹事   村越 道生（金沢大学）  

2022〜2023 年度の活動報告をさせて頂きます． 

１．活動報告（2022 年７月〜2023 年 7 月） 

（１）2022 年度年次大会 

2022 年度年次大会が 2022 年 9 月 11 日（日）から 14 日

（水）まで富山大学五幅キャンパスで開催されました．コ

ロナ禍で 2020 年度から web 開催が続いていましたが，3

年ぶりの現地開催となり，部門単独オーガナイズドセッシ

ョン，部門横断・連携オーガナイズドセッション企画およ

び関連ポスターセッションにおいて活発な議論が行われ

ました．バイオエンジニアリング部門では，合同オーガナ

イズドセッション 12 件（バイオエンジニアリング，バイ

オエンジニアリング，計算力学，流体工学，材料力学，機

械材料・材料加工，情報・知能・精密機器，マイクロ･ナ

ノ工学，熱工学，機械力学･計測制御，スポーツ工学・ヒ

ューマンダイナミクス，ロボティクス･メカトロニクス，

機素潤滑設計，技術と社会，医工学テクノロジー推進会議），

単独オーガナイズドセッション 1 件，ワークショップ 3 件

を企画しました．ワークショップ内 1 件は，日本循環器学

会と日本機械学会のジョイントワークショップ「循環器疾

患の治療デバイス・治療法の進展と工学への期待」という

セッションを医工学テクノロジー推進会議として企画・実

行し，大会運営に貢献しました． 

（２）講習会 

「筋骨格モデルによるバイオメカニクス解析入門」と題し

たバイオエンジニアリング部門とスポーツ工学・ヒューマ

ンダイナミクス部門主催の講習会が，2022 年 12 月 2 日

（金）にオンラインで開催されました．筋骨格モデルを扱

うバイオメカニクス分野の専門家とモデリングシステム

を扱う企業のエンジニアの合計 5 名による講義（一部，実

習を含む）が実施されました．また「次世代診断治療支援

のための血流シミュレーション～基礎から実践まで」と題

した部門講習会が 2023 年 3 月 4 日（土）に名古屋工業大

学 21 号館 1 階 2111 室（愛知）にて対面開催され，循環

器バイオメカニクスの専門家 2 名による講義が実施され

ました． 

（３）共催・担当行事 

・LIFE は，3 学会（ライフサポート学会，日本生活支援

工学会，日本機械学会）で合同開催する学術集会です．

LIFE2022 が 2022 年 8 月 19 日（金）から 21 日（日）まで

オンライン形式で開催されました．次回 LIFE2023 は 2023

年 9 月 19 日（火）から 21 日（木）まで新潟工科大学で対

面実施予定です． 

 

２．実施計画（2023 年 8 月〜） 

（１）2023 年度年次大会 

2023 年度年次大会は 2023 年 9 月 3 日（日）から 6 日（水）

まで東京都立大学で開催されます．バイオエンジニアリン

グ部門では以下の企画を担当します． 

(a) 部門横断・連携オーガナイズドセッション（10 件） 

・流体工学とバイオエンジニアリング（バイオエンジニア

リング部門，流体工学部門） 

・衝撃波・超音波の医療・産業応用とその現象解明（バイ

オエンジニアリング部門，流体工学部門，機械力学・計

測制御部門） 

・傷害メカニズムと予防（バイオエンジニアリング部門，

スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門） 

・機械工学に基づく細胞アッセイ技術（バイオエンジニア

リング部門，マイクロ・ナノ工学部門，流体工学部門） 

・バイオマテリアルおよび細胞/組織のプロセス・力学・強

度（バイオエンジニアリング部門，材料力学部門，機械

材料・材料加工部門） 

・ライフサポート（機素潤滑設計部門，ロボティクス・メ

カトロニクス部門，バイオエンジニアリング部門，機械

力学・計測制御部門） 

・ロボット・メカトロニクスの機構・制御・応用（ロボテ

ィクス・メカトロニクス部門，バイオエンジニアリング

部門，機械力学・計測制御部門，情報・知能・精密機器

部門，機素潤滑設計部門） 

・医療・健康・福祉のためのセンシングおよびロボティク

ス（情報・知能・精密機器部門，ロボティクス・メカト

ロニクス部門，バイオエンジニアリング部門） 

・マイクロ・ナノ工学とバイオエンジニアリング（マイク

ロ・ナノ工学部門，バイオエンジニアリング部門） 

・医工学テクノロジーによる医療福祉機器開発（医工学テ

クノロジー推進会議，機械力学・計測制御部門，流体工

学部門，計算力学部門，バイオエンジニアリング部門，

ロボティクス・メカトロニクス部門，情報・知能・精密

機器部門，材料力学部門，熱工学部門，マイクロ・ナノ

工学部門，機素潤滑設計部門） 

(b) 部門単独オーガナイズドセッション（1 件） 

・分子・細胞メカニクスとその組織形成・再生医療応用（バ

イオエンジニアリング部門） 

（２）バイオサロン 

状況を注視しつつ，オンラインを含めて企画予定です． 

（３）2024 年度バイオエンジニアリング講演会 

2024 年 5 月 11 日（土），12 日（日）に名古屋工業大学で

開催されます．次年度講演会より企画委員会がオーガナイ

ズドセッション等の取りまとめを行います（詳細は 6.1 部

門運営員会改組についてをご参照ください）．部門ホーム

ページ等を通して募集内容詳細を後日ご連絡いたします．

皆様からのセッション企画の積極的な応募をお待ちして

います．ご不明な点等ございましたら企画委員会までご連

絡ください． 

（４）2024 年度年次大会 

2024 年 9 月 8 日（日）から 9 月 11 日（水）に愛媛大学

で開催されます．様々な企画を考えておりますので，皆様

の積極的なご参加とご協力をお願いいたします．なお，他

部門からの要請を受けてオーガナイズドセッション・ワー

クショップ・市民フォーラム等を企画される場合は，企画

委員会までご連絡ください． 
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<<連絡先>> 

坂元尚哉（東京都立大学）sakan@tmu.ac.jp 

村越道生（金沢大学）murakoshi@se.kanazawa-u.ac.jp 

中村匡徳（名古屋工業大学）masanorin@nitech.ac.jp 

高嶋一登（九州工業大学）ktakashima@life.kyutech.ac.jp 

 亀尾佳貴（芝浦工業大学）kameo@sic.shibaura-it.ac.jp 
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６．６ 国際英文ジャーナルだより 

 

ＪＢＳＥ編集委員会委員長 

石川 拓司（東北大学） 

同幹事 大橋 俊朗（北海道大学） 

同幹事 坪田 健一（千葉大学） 

同幹事 中島  求（東京工業大学） 

同幹事 出口 真次（大阪大学） 

同幹事 井上 康博（京都大学） 

同幹事 須藤  亮（慶應義塾大学） 

 

 

 

 

 

 バイオエンジニアリング部門英文ジャーナル Journal 

of Biomechanical Science and Engineering（JBSE）は，2006

年秋の創刊から 18 年目を迎え，国際的な学術雑誌への発

展を目指して，引き続き編集・広報活動を行っております． 

2022 年（Vol. 17）には，小特集号として 1 号，一般号と

して 3 号を発刊し，合計 22 編の論文が掲載されました． 

○ No. 1: 一般号 5 編 

○ No. 2: 一般号 5 編 

○ No. 3: 小特集号： Recent Advances and Future Directions 

in Biomechanics – Asian-Pacific Association for 

Biomechanics 7 編 

○ No. 4: 一般号 5 編 

JBSE は ， Asian-Pacific Association for Biomechanics

（APAB），Korean Society of Biomechanics（KSB），および

Taiwanese Society of Biomechanics（TSB）のオフィシャル

ジャーナルに採用され，国際的な学術雑誌としての位置付

けを強固にしています．2022 年には，2021 年 12 月に開催

された The 11th Asian-Pacific Conference on Biomechanics

（Kyoto, Japan）を記念した小特集号を刊行いたしました．

掲載された論文は，部門 HP のリンク，または，JBSE の

HP（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jbse/）からご覧いた

だけます． 

JBSE では，2010 年より Papers of the Year および Graphics 

of the Year の表彰を行っており，2023 年 6 月に仙台で開催

されたバイオエンジニアリング講演会において表彰式を

行いました。2022 年の Papers of the Year は，以下の 3 編の

論文を表彰いたしました． 

Hideyuki AZEGAMI, Shinjiro ONO, Kenzen TAKEUCHI, 

Takahiro KIKUCHI, Yukihiro MICHIWAKI, Keigo 

HANYU, Tetsu KAMIYA, Identification of muscle activity 

in tongue motion during swallowing through medical image 

data, Vol.17, No.1, Paper No. 21-00254 (2022). 

Takaomi MORISHITA, Naoki TAKEISHI, Satoshi II, Shigeo 

WADA, Assessment of cardiac function using the modified 

ejection fraction as an indicator of myocardial 

circumferential strain, Vol.17, No.2, Paper No. 22-00014 

(2022). 

Tomoteru OKA, Yasuyuki OGUMA, Noriyuki KATAOKA, 

Real-time analysis of F-actin fluctuation in living cells with 

quasi super-resolution technique, Vol.17, No.3, Paper No. 

21-00081 (2022). 

また，2022 年の Graphics of the Year は，以下の 2 編の論

文の画像を表彰いたしました． 

Hideyuki AZEGAMI, Shinjiro ONO, Kenzen TAKEUCHI, 

Takahiro KIKUCHI, Yukihiro MICHIWAKI, Keigo 

HANYU, Tetsu KAMIYA, Identification of muscle activity 

in tongue motion during swallowing through medical image 

data, Vol.17, No.1, Paper No. 21-00254 (2022). 

 

Tomohiro OTANI, Hiroshi YAMASHITA, Kazuma IWATA, 

Selin Yavuz ILIK, Shigeki YAMADA, Yoshiyuki 

WATANABE, Shigeo WADA, A concept on velocity 

estimation from magnetic resonance velocity images based 

on variational optimal boundary control, Vol.17, No.3, Paper 

No. 22-00050 (2022). 

 

バイオエンジニアリング部門の会員の皆様方におかれ

ましては，JBSE を最新の研究成果発表の場として積極的

にご活用いただきますよう，論文のご投稿ならびに査読の

ご協力を宜しくお願い申し上げます． 

 

《連絡先》 

石川 拓司（東北大学）t.ishikawa@tohoku.ac.jp 

大橋 俊朗（北海道大学）ohashi@eng.hokudai.ac.jp 

坪田 健一（千葉大学）tsubota@faculty.chiba-u.jp 

中島  求（東京工業大学）motomu@sc.e.titech.ac.jp 

出口 真次（大阪大学）deguchi@me.es.osaka-u.ac.jp 

井上 康博（京都大学）inoue.yasuhiro.4n@kyoto-u.ac.jp 

須藤  亮（慶應義塾大学）sudo@sd.keio.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jbse/
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６．７ 次世代委員会だより 

 

若手による次世代戦略委員会委員長 

         森脇 健司（弘前大学） 

同幹事 倉元 昭季（東京工業大学） 

 若手による次世代戦略委員会は，バイオエンジニアリン

グ部門における若手研究者・技術者・大学院生の交流の活

性化，相互補助，新たな研究分野の開拓，部門運営に関す

る若手からの提言をまとめることなどを目的として，2018

年度に発足しました．当部門に所属する 38 歳以下の若手

研究者を中心に構成される「出藍会」の代表として活動し

ています．本年度は，委員長・森脇健司（弘前大学）を筆

頭に，幹事・倉元昭季（東京工業大学），委員・阿部結奈

（東京都立大学），石田 駿一（神戸大学），長真啓（茨城

大学），門脇 廉（長野工業高等専門学校），キム ジョンヒ

ョン（名古屋大学），庄司観（長岡技術科学大学），坪子侑

佑（国立医薬品食品衛生研究所），照月大悟（東北大学），

穂刈一樹（日本文理大学），松永大樹（大阪大学），水田亮

（テルモ株式会社），山下忠紘（慶應義塾大学）の 14 名に

加え，アドバイザリーボードとして，前委員長の大谷智仁

先生（大阪大学）に参画いただいております． 

 当委員会では，主な企画として「出藍セミナーシリーズ」

と「バイオフロンティア講演会での出藍会企画」を主催し

ております．本稿では，昨年度に行われました両企画の模

様について紹介いたします． 

特別講演会 出藍セミナーシリーズ：出藍ラジオに続くオ

ンライン企画第 2 弾として 2021 年度に始まった本講演会

ですが，2022 年度も 7 月から 11 月まで全 4 回で実施しま

した．今年度は研究活動に着目し，オープンサイエンスや

海外留学について講師の先生を招いてわかりやすく解説

していただきました．本セミナーシリーズの特色として，

ご講演の後に当委員会のメンバーとの座談会を設け，様々

な観点から議論を深めました．また，委員メンバーによる

オンライン研究室見学や学会紹介という，共同研究や異分

野連携など新しい人的交流のきっかけ作りを狙った企画

を実施しました．参加者から事前に募集した質問と，Zoom

でのリアルタイムな質問を交えながらの議論は，毎回のよ

うに白熱し，予定時間を超過することもしばしばでした．

シリーズを通し，のべ 168 名の方にご参加いただき，分野

や世代を超えた新たな出会いを提供できたことと思いま

す． 

出藍会企画： 第 33 回バイオフロンティア講演会（2022 年

12 月 17 日～18 日，神戸大学）におきまして，座談会「ど

うすれば機械系の学科で，バイオの研究室が人気になる

か？」を実施しました．様々なバックグラウンドを持つ教

員として，三好洋美先生（東京都立大学）と杉田修啓先生

（名古屋工業大学），佐藤克也先生（徳島大学），門脇廉先

生（長野工業高等専門学校）をパネリストにお招きし，研

究室の運営や学生・社会への広報，機械系でバイオの研究

を行う意義などを当事者目線で議論しました．本企画では

講演会実行委員の先生方にご協力いただきお弁当を用意

し，出藍会企画・初のランチョンセッションとして開催し

ました．リアルタイムでのアンケートの結果や参加者のコ

メントを基に議論を深め，教育や研究にかける先生方の熱

い想いをご教示いただきました．研究室人気というある意

味デリケートなテーマではありましたが，学生・教員とも

に笑顔と学びが溢れる盛会となりました． 

 

出藍会企画の様子 

 若手による次世代戦略委員会では，様々な企画を通じて，

出藍会（BE 部門若年層）だけでなく，中堅・シニア層を

含む幅広い世代の人的交流の場を設け，本部門の活性化に

貢献したいと考えています．2023 年度も部門の内外から

講師の先生方をお招きしてのセミナーシリーズを計画中

です．当委員会の取り組みは，出藍会 Facebook でも，随

時，情報発信してまいりますので是非ご覧下さい

（https://www.facebook.com/JSME.BEdiv.YoungAssoc/）．企

画に際して，特に若年層の部門会員の皆様の積極的なご参

加をお待ちしています． 

 

<<連絡先>> 

森脇 健司（弘前大学） moriwaki@hirosaki-u.ac.jp 

倉元 昭季（東京工業大学） kuramoto.a.aa@m.titech.ac.jp 

阿部 結奈（東京都立大学） yuina_abe@tmu.ac.jp 

石田 駿一（神戸大学） ishida@mech.kobe-u.ac.jp 

長 真啓（茨城大学） masahiro.osa.630@vc.ibaraki.ac.jp 

門脇  廉（長野工業高等専門学校）r_kadowaki@nagano-

nct.ac.jp 

キム ジョンヒョン（名古屋大学） jkim@nagoya-u.jp 

庄司 観（長岡技術科学大学）kshoji@mech.nagaokaut.ac.jp 

坪子 侑佑（国立医薬品食品衛生研究所）tsuboko@nihs.go.jp 

照月 大悟（東北大学） daigo.terutsuki.a7@tohoku.ac.jp 

穂刈 一樹（日本文理大学）  hokarikz@nbu.ac.jp 

松永 大樹（大阪大学）  daiki.matsunaga.es@osaka-u.ac.jp 

水田 亮（テルモ株式会社）  Ryo_Mizuta@terumo.co.jp 

山下 忠紘（慶應義塾大学） yamashita@sd.keio.ac.jp 
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７．分科会・研究会活動報 
 
日本機械学会バイオエンジニアリング部門 制御と情報

－生体への応用研究会 

主査：太田 信 （東北大学） 

幹事：船本 健一（東北大学）        

本研究会は，制御と情報分野の成果を生体研究に応用す

るための研究調査を行っている．2022 年度は，3 名の講師

を招いて対面とオンラインによるハイブリッド形式の講

演会を行った． 

 

講演会 

主催：東北大学流体科学研究所 健康・福祉・医療クラス

ター 

共催：日本機械学会バイオエンジニアリング部門 脳神経

血管内治療に関する医工学連携研究会 

日時：令和 4 年 7 月 26 日（火）17:00～18:30 

場所：東北大学 流体科学研究所 1 号館会議室およびオン

ライン（ハイブリッド） 

 

講師：山家 弘雄 医師（昭和大学 横浜市北部病院 脳神経

外科） 

演題：「医師から見た、治療に対する実験系に関する研究」 

 

講師：松村 和明 教授（北陸先端科学技術大学院大学 ﾏﾃ

ﾘｱﾙｻｲｴﾝｽ系 物質化学ﾌﾛﾝﾃｨｱ領域） 

演題：「圧縮法によるポリビニルアルコールハイドロゲル

の形成とその構造」 

 

講師：田岡 裕輔 氏（北陸先端科学技術大学院大学 ﾏﾃﾘｱ

ﾙｻｲｴﾝｽ系 物質化学ﾌﾛﾝﾃｨｱ領域 D2） 

演題：「無機塩を用いたポリビニルアルコールの高機能化」 

 

≪連絡先≫ 

東北大学 流体科学研究所 

船本 健一 

〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平 2-1-1 

TEL: 022-217-5878 

E-mail: funamoto@tohoku.ac.jp 

 

生体機能の解明とその応用に関する研究会 

主査：中村 匡徳（名古屋工業大学） 

       幹事：氏原 嘉洋（名古屋工業大学） 

2022 年度には講演会を対面形式で 2 回開催しました．

今後も活発な活動を続けられますよう，皆様方のご参加・

ご支援をお願い申し上げます． 

 

第 58 回研究会 

日時  : 2022 年 6 月 16 日（木）14：40〜16：10 

場所  : 名古屋工業大学 

主催  : NITech Frontier Research Institute 

演題  : My Never-Ending Study Abroad 

講師  : Jiro Nagatomi (Clemson University) 

 

第 59 回研究会 

日時  : 2022 年 7 月 29 日（金）14：40〜15：40 

場所  : 名古屋工業大学 

共催  : 名古屋工業大学 先端医用物理・情報工学研究セ 

ンター 

演題  : Mechanotransduction at cell adhesions 

講師  : Cristina Bertocchi 

(Pontificia Universidad Católica de Chile) 

 

<<連絡先>> 

名古屋工業大学 工学部 電気・機械工学科 

氏原 嘉洋 

〒466-8555 

愛知県名古屋市昭和区御器所町 

TEL: 052-735-5120 

E-mail: ujihara.yoshihiro@nitech.ac.jp 

 

生物機械システム研究会 

           主査：出口 真次（大阪大学） 

           幹事：大友 涼子（関西大学） 

生物は，その個体・臓器などのマクロと言えるレベルか

ら細胞・分子などのミクロと言えるレベルに至るまで，

様々な階層スケールにおいて環境適応的に振る舞う能力

を備えている．環境への適応能力は，一般的な「機械」に

はない，生物特有の機能と言える．この優れた機能を実現

する生物のシステムを理解し，その知識に基づきひいては

新しい機械の設計指針・原理の提案へと結びつけることが

できれば意義深い．そこで生物と機械の両システムの相

違・類似性について理解を深めるべく，2022 年度は下記

の研究会を対面および Zoom でのオンラインからなるハ

イブリッドで開催した．  

 

第 55 回研究会 

日時：2022 年 12 月 20 日（金）10:30-11:40 

場所：大阪大学基礎工学研究棟 A442 室および Zoom に

よるオンラインからなるハイブリッド開催 

 

講演者・講演題目： 

10:30-11:05 

講演者：大塚 大輔（大阪府立大学） 

演題：組織・細胞動態の定量解析から明らかになった細

胞力覚を介した形態形成則 

 

11:05-11:40 

講演者：竹田 宏典（神戸大学） 

演題：筋収縮にともなう小腸の運動と食物輸送の流体—

構造連成解析 

 

 

mailto:funamoto@tohoku.ac.jp
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《連絡先》 

大友涼子 

関西大学システム理工学部 機械工学科 

〒564-8680 関西大学システム理工学部 機械工学科 

Tel: 06-6368-1988 

E-mail: otomo@kansai-u.ac.jp 

 

傷害バイオメカニクス研究会 

主査：松井 靖浩（交通安全環境研究所）  

幹事：一杉 正仁（滋賀医科大学） 

幹事：槇  徹雄（東京都市大学） 

幹事：朝日 龍介（マツダ株式会社） 

本研究会は, 工学及び医学の両面から外傷のメカニズムを検

討し, 効果的な予防策について情報交換を行っている. 本年

度は研究会活動として，主催研究会を1 回開催した（コロナウ

イルス拡散防止のため，Zoomによるオンライン開催）． 

主催研究会として，第23回傷害バイオメカニクス研究会を下

記の要領で実施した．今回の研究会では，「子供／妊婦傷害

に関する研究」をテーマとして救命救急の医師による特別講

演を含む計5件の講演があり，子供／妊婦の事故実態調査か

ら，シミュレーションを用いた傷害メカニズム解明まで幅広く話

題提供された．講演後には活発な情報交換が行われ， さま

ざまな問題点について議論された．  

 

第23回傷害バイオメカニクス研究会 

日 時：令和 5 年 2 月 7 日（火）13:30-16:10 

会 場：Zoomによるオンライン開催 

参加者： 46 名 

 

内 容： 

1. 特別講演 

医学的視点からみた子供自転車事故の実態  

～医療機関での治療を含めて～ 

石井 亘 先生（京都第二赤十字病院救命救急センター） 

 

2. 一般講演 1 

子供自転車事故の実態 ～事故統計的視点～ 

河口 健二（交通事故総合分析センター）  

 

3. 一般講演 2 

子供乗員の安全について 

田中 良知（交通安全環境研究所） 

 

4. 一般講演 3 

NASS-CDSに基づく妊婦傷害の実態調査 

竹田有沙，桑原歩夢，一杉正仁（滋賀医科大学） 

 

5. 一般講演 4 

自動車前面衝突時における胎盤位置による胎盤早期剥

離の検討 

   志賀 幸也（東京都市大学大学院） 

   櫻井 俊彰，杉町 敏之，槇 徹雄（東京都市大学） 

 

 

なお，本研究会は令和5年度も継続することとなり，会員

各位の御参加をお願いしたい． 

 

《連絡先》 

マツダ株式会社 

朝日 龍介 

〒730-8670 広島県安芸郡府中町新地3-1 

TEL: 070-7577-0428 

FAX: 082-287-5127  

E-mail: asahi.r@mazda.co.jp 

 

頭部外傷症例解析研究会 

主査：中楯 浩康（信州大学） 

幹事：松井 靖浩（交通環境安全研究所） 

幹事：張  月琳（上智大学） 

幹事：林  成人（順心神戸病院） 

第８回研究会はスポーツ頭部外傷に，第９回研究会は法

医学バイオメカニクス，生体材料計測，神経修復，に焦点

を当て，下記の要領で開催いたしました． 

 

第８回頭部外傷症例解析研究会 

日 時：2022 年 8 月 11 日（木）13:00～15:00 

会 場：Zoom によるオンライン開催 

参加者：35 名 

 

プログラム 

・話題提供 1 

「脳振盪症例再現解析を用いた新体操の技による頭蓋内

力学負荷への影響に関する研究」 

遠藤 世菜 上智大学 理工学部 機能創造理工学科 

 

・話題提供 2 

「アメリカンフットボールにおける頭部衝突角度が脳振

盪発症リスクに与える影響」 

斉藤 一成 信州大学大学院 総合理工学研究科 生命医

工学専攻 

 

・総合討論 

 

第９回頭部外傷症例解析研究会 

日 時：2023 年 2 月 22 日（木）15:00～17:00 

会 場：上智大学四谷キャンパスと Zoom によるオンライ

ンのハイブリッド開催 

参加者：39 名 

 

プログラム 

・話題提供 1 

「法医鑑定データに基づく事故再現解析とその妥当性評

価」 

平田 周（信州大学），青村 茂（徳島大学）， 

張 月琳（上智大学），西村 明儒（徳島大学） 

 

・話題提供 2 

「脳震盪発症メカニクス評価のための FE 解析法と脳部材

料モデル」 

mailto:otomo@kansai-u.ac.jp
mailto:asahi.r@mazda.co.jp
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寺井 元春（京都工芸繊維大学），下村 幸平，佐久間 淳，

張 月琳（上智大学），宮木 光（京都工芸繊維大学）， 

鈴木 諒佑（上智大学） 

 

・話題提供 3 

「繰り返しひずみを負荷した脳神経細胞の Tau タンパク

質リン酸化に対する電気刺激の抑制効果」 

佐野拡海（信州大学），柴田惇之介，中楯浩康 

 

・総合討論 

 

≪連絡先≫ 

信州大学 繊維学部 機械・ロボット学科 

バイオエンジニアリングコース 

中楯 浩康 

〒386-8567 長野県上田市常田 3-15-1 

Email: nakadate@shinshu-u.ac.jp 

  Tel: 0268-21-5609 

 

脳神経血管内治療に関する医工学連携研究会 

主査：太田  信（東北大学） 

幹事：高嶋 一登（九州工業大学） 

本研究会は，バイオエンジニアリング部門と日本脳神経

血管内治療学会とが，脳血管，血流，さらに医療機器の研

究を通して，低侵襲治療の発展に貢献することを目的に

2016 年に発足しました．2022 年度は，以下の研究会を実

施しました． 

 

研究会 

日 時：2023 年 3 月 15 日（水）15:30～17:00 

会 場：オンライン（Zoom） 

参加者：34 名 

プログラム： 

開会の挨拶・研究会の紹介 

太田 信（東北大学 流体科学研究所・研究会主査） 

講演 1「血管内治療に役立つ情報を血管形状から読み取る

試み（成功例と失敗例の紹介）」 

森 浩二（山口大学大学院 創成科学研究科機械工学

系専攻） 

講演 2「流れの可視化技術による血管内治療機器の非臨床

試験法開発」 

坪子 侑佑（国立医薬品食品衛生研究所 医療機器部） 

 

研究会はオンラインということもあり，全国の産学官か

ら多くの皆様にお越し頂き，活発な質疑応答がなされまし

た． 

その他，ICFD2022（2022 年 11 月 9 日（水）～11 日（金），

仙台国際センター）での OS の企画や，ソフトバイオ研究

会 2022（2022 年 11 月 16 日（水）～18 日（金），カレッジ

プラザおよび秋田県社会福祉会館）の協賛もしました． 

会員の皆様におかれましては，随時ご提案やご要望など

主査・幹事へお気軽にご連絡下さい． 

 

《連絡先》 

九州工業大学 大学院生命体工学研究科 

高嶋 一登 

〒808-0196 福岡県北九州市若松区ひびきの 2-4 

TEL&FAX：093-695-6030 

E-mail: ktakashima@life.kyutech.ac.jp 
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８．部門組織 

 

運営委員会 
部 門 長 中西  義孝（熊本大学） 
副部門長 石川  拓司（東北大学） 
幹  事 出口  真次（大阪大学） 
運営委員 東藤  正浩（北海道大学） 

坂元  尚哉（東京都立大学） 
佐藤  克也（徳島大学） 
須藤   亮（慶應義塾大学） 
森脇  健司（弘前大学） 
大木  順司（山口大学） 
長山  和亮（茨城大学） 
中村  匡徳（名古屋工業大学） 
荒平  高章（九州情報大学） 
牧  功一郎（京都大学） 
菅原  路子（千葉大学） 
村越  道生（金沢大学） 
倉元  昭季（東京工業大学） 
菊地  謙次（東北大学） 
杉田  修啓（名古屋工業大学） 
坪田  健一（千葉大学） 
下權谷 祐児（日本大学） 
寺島 正二郎（新潟工科大学） 
小川  淳夫（（株）松本義肢製作所） 
前田 英次郎（名古屋大学） 
大谷  智仁（大阪大学） 
大友  涼子（関西大学） 
山本   衛（近畿大学） 
山子   剛（宮崎大学） 
塚本  雄貴（日機装（株）） 
正本  和人（電気通信大学） 
宮崎  祐介（東京工業大学） 
三好  洋美（東京都立大学） 
葭仲   潔（産業技術総合研究所） 

 
代 議 員（運営委員会構成員以外） 

矢野   哲也（弘前大学） 
奥田    覚（金沢大学） 
宮田   昌悟（慶應義塾大学 ） 
松本   貴彦（（株）リコー） 
松田    勇（テルモ（株）） 
岩崎   清隆（早稲田大学 ） 
吉野  大輔（東京農工大学） 
馬場  創太郎（三重大学） 
築谷  朋典（国立循環器病研究センター研究
所） 
亀尾  佳貴（芝浦工業大学） 
比嘉   昌（兵庫県立大学） 
田村  篤敬（鳥取大学） 
坂井  伸朗（九州工業大学） 

アドバイザリーボード 
藤江  裕道（東京都立大学） 
大島  まり（東京大学） 
和田  成生（大阪大学） 
坂本  二郎（金沢大学） 
日垣  秀彦（九州産業大学） 
玉川  雅章（九州工業大学） 
片岡  則之（日本大学） 
安達  泰治（京都大学） 
西田  正浩（産業技術総合研究所） 
工藤   奨（九州大学） 

 
シニアアドバイザー 

阿部  博之（（公社）日本工学アカデミー名誉会
長） 
立石  哲也（産業技術総合研究所） 
赤松   映明（一般財団法人ファジィシステム研

究所） 
大場  謙吉（大場ＢＭＥＩ研究教育事務所） 
清水  優史（東京工業大学名誉教授） 
谷下  一夫（日本医工ものづくりコモンズ） 
佐藤  正明（東北大学） 
 
田中  英一（名古屋大学名誉教授） 
原   利昭（新潟ニュービジネス協議会） 
村上  輝夫（九州大学名誉教授） 
山口  隆美（東北大学名誉教授） 
高久田 和夫（東京医科歯科大学名誉教授） 
山根  隆志（産業技術総合研究所） 
但野   茂（北海道大学名誉教授） 
牛田 多加志（東京大学名誉教授） 
田中  正夫（香川高等専門学校） 
山本  憲隆（立命館大学） 
松本  健郎（名古屋大学） 

 
総務委員会 
委員長  東藤  正浩（北海道大学） 
幹 事  菅原  路子（千葉大学） 
委 員  長山  和亮（茨城大学） 
     前田 英次郎（名古屋大学 
 

広報委員会 
委員長 佐藤  克也（徳島大学） 
幹 事 荒平  高章（九州情報大学） 
委 員 重松  大輝（大阪大学） 

上杉   薫 （茨城大学） 
キム ジョンヒョン（名古屋大学） 
松永  大樹 （大阪大学） 

 
渉外委員会 

委員長  須藤   亮（慶應義塾大学） 
幹 事  牧  功一郎（京都大学） 
委 員 工藤   奨（九州大学） 

佐藤  克也（徳島大学） 
高嶋  一登（九州工業大学） 
坪田  健一（千葉大学） 
出口  真次（大阪大学） 

 
企画委員会 

委員長  坂元  尚哉（東京都立大学） 
幹 事  村越  道生（金沢大学） 
委 員 中村  匡徳（名古屋工業大学） 

高嶋  一登（九州工業大学） 
亀尾  佳貴（芝浦工業大学） 

 
部門ジャーナル編修委員会 
委員長 石川  拓司（東北大学） 
幹 事  出口  真次（大阪大学） 

井上  康博（京都大学） 
中島   求（東京工業大学） 
大橋  俊朗（北海道大学） 
須藤   亮（慶應義塾大学） 
坪田  健一（千葉大学） 

委 員 藤崎  和弘（弘前大学） 
比嘉   昌（兵庫県立大学） 
片岡  則之（日本大学） 
桐山  善守（工学院大学） 
小林  俊一（信州大学） 
越山 顕一朗（徳島大学） 
宮崎  祐介（東京工業大学） 
三好  洋美（東京都立大学） 
村越  道生（金沢大学） 
内藤   尚（金沢大学） 
中村  匡徳（名古屋工業大学） 



38 

小原  弘道（東京都立大学） 
佐伯  壮一（名城大学） 
杉田  修啓（名古屋工業大学） 
田原  大輔（龍谷大学） 
築谷  朋典（国立循環器病研究センター） 

 
広報担当委員 

前田 英次郎（名古屋大学） 
中田  敏是（千葉大学） 
佐藤  克也（徳島大学） 

Editor-in-Chief Emeritus 
安達  泰治（京都大学） 
牛田 多加志（東京大学名誉教授） 

Advisory Board 
日垣  秀彦（九州産業大学） 
松本  健郎（名古屋大学） 
和田  成生（大阪大学）  

Senior Advisory Board 
原   利昭（新潟ニュービジネス協議会） 
村上  輝夫（九州大学名誉教授） 
佐藤  正明（東北大学） 
但野   茂（北海道大学名誉教授） 
高久田 和夫（東京医科歯科大学名誉教授） 
田中  英一（名古屋大学名誉教授） 
田中  正夫（香川高等専門学校） 
谷下  一夫（日本医工ものづくりコモンズ） 
和田   仁（東北大学名誉教授） 
山口  隆美（東北大学名誉教授） 

 
若手による次世代戦略委員会 
委員長  森脇  健司（弘前大学） 
幹 事 倉元  昭季（東京工業大学） 
委 員  阿部  結奈（東京都立大学） 

石田  駿一（神戸大学） 
長   真啓（茨城大学） 
門脇   廉（長野工業高等専門学校） 
キム ジョンヒョン（名古屋大学） 
庄司   観（長岡技術科学大学） 
坪子  侑佑（国立医薬品食品衛生研究所） 
照月  大悟（東北大学） 
穂刈  一樹（日本文理大学） 

 松永  大樹（大阪大学） 

     水田   亮（テルモ（株）） 
山下  忠紘（慶應義塾大学） 
 

第３５回バイオエンジニアリング講演会実行委員会 

委員長  石川  拓司（東北大学） 
幹 事  菊地  謙次（東北大学） 
委 員  西條  芳文（東北大学) 

田中   徹（東北大学) 
田中  真美（東北大学) 
芳賀  洋一（東北大学) 
小玉  哲也（東北大学) 
沼山  恵子（東北大学) 
西澤  松彦（東北大学) 
燈明  泰成（東北大学) 
大森  俊宏（東北大学) 
太田   信（東北大学) 
船本  健一（東北大学) 
安西   眸（東北大学)  
水野  文雄（東北工業大学)  

 
第３４回バイオフロンティア講演会実行委員会 
委員長 大木  順司（山口大学） 
幹 事 森   浩二（山口大学） 
委 員 陳    献（山口大学） 
    小柴 満美子（山口大学） 
    蒋    飛（山口大学） 
    南   和幸（山口大学） 
    中原   佐（山口大学） 
    森田   実（山口大学） 
    中道   友（小野田市立山口東京理科大学） 
    森脇  健司（弘前大学） 
    倉元  昭季（東京工業大学） 
    工藤   奨（九州大学） 
    藏田  耕作（九州大学） 
    中島  雄太（熊本大学） 
 
 
 
 
 
事務局  曽根原（日本機械学会 総務グループ） 
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部門メーリングリストのご案内 
バイオエンジニアリング部門では，会員間の自由な情報

交換による部門の活性化を図るため，本部門登録者を対

象とした「日本機械学会バイオエンジニアリング部門

メーリングリスト（以下，部門 ML）」を 1995 年 2 月よ

り運用しています．ぜひ部門 ML をご活用下さい． 

登録方法 

owner-bio-mc@jsme.or.jp へ部門 ML 登録希望の旨メール

をお送りください．部門広報委員会担当者にて登録いた

します．2016 年度までの登録方法とは異なりますのでご

注意ください． 

登録アドレスの変更方法・脱退方法 

部門MLに登録されているメールアドレスが所属変更等

で変更になった場合，既にご登録されているアドレスお

よび新規登録アドレスをowner-bio-mc@jsme.or.jpまでご

連絡ください．また，脱退の希望についても，ご登録さ

れているアドレスを添えてお知らせ下さい． 

メールの投稿方法 

bio-mc@jsme.or.jp へメールを送ると登録者全員に配信

されます．

注意事項 

・この ML に参加しないことで情報が不利になることは

ありません． 

・良識をもって使用して下さい．不適当な場合には利用

を遠慮して頂くこともあります． 

・非営利活動とします． 

・個人的な話し合いには使用しないで下さい． 

・1 件あたり 40KB（約 2 万の全角文字）までとなりま

す．添付ファイルはご利用頂けません．40KB を超えた

場合，管理者から送信者へ配送失敗の旨御連絡いたしま

す． 

・他部門への配信には学会インフォメーションメールを

ご利用下さい．その際，下記事項を管理者までお知らせ

下さい． 

宛先：owner-bio-mc@jsme.or.jp 

件名：他部門への配信希望 

本文：1.題目 2.配信希望部門(本部門+4 部門以下) 

3.本文(2000 文字以下，添付ファイル不可) 

・ 過 去 の 配 信 記 事 は ， ア ー カ イ ブ

（https://www.jsme.or.jp/bio/html/ml_archive.html）よりご

確認いただけます． 

その他，ご意見・ご不明な点ありましたら owner-bio-

mc@jsme.or.jp までご連絡下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記  

バイオエンジニアリング部門 Newsletter No.52 を無事

に発行することができました．  

お忙しい中，原稿執筆にご協力頂いた先生方，ならびに

企業の方々に厚く御礼申し上げます． 

また，冊子にせず電子ファイルによる発行を実施してお

り，本稿より見やすさと編集に際し労力軽減のため，節区

切りによる構成を採用してみました．今年度からの取り組

みとなりますので，以前の方が良いなどのご意見がござい

ましたら広報委員までお寄せ頂ければ幸いです． 

本稿に関するご意見，ご要望などございましたら，遠慮

無く広報委員までお寄せ頂ければ幸いです．部門活動につ

いての最新情報は部門 HP（表紙に記載）で入手できます． 

こちらの媒体もご活用ください． 
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